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1. 木津川出張所管内河川レンジャー 福井 波恵 
1.1 活動テーマと活動分野 

 

 福井 波恵レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成 25 年

度は、以下の活動テーマのもと、10 つの活動を実施します。 

 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

木津川流域での自然観察、体験活動、クリーン活動、展示会、交流会を通して様々な団体と連

携を深め、木津川の環境を良くしていこうとする人々を育てる。 

 

 

 

 平成 25 年度活動テーマ 

木津川やその支流に入って魚とりを体験し、川の様子を調べることを通して川が大好きという

親子を育てていく活動を基本とする。また、溜りモニタリングを通して木津川の生き物の環境

がどうなっているのかも追跡調査をしていく。その一方、川に直接入ることができない人たち

のために出前授業、展示会を通して木津川の生き物と河床低下などの問題への理解を深めてい

きたい。又、今年は南山城大水害 60 周年記念でもあるので、その被害や原因を振り返り、こ

れからの防災に生かすようにしていきたい。 

 

 

 

平成 25 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の環境保全を

図る活動 

親子川の学校 

木津川クリーンアップ（共同） 

溜りモニタリング 

 

川の生き物調査、クリーン活動

を通して 美しい川、豊かな川

を作っていくにはどうしたらい

いのか考える。川が大好きにな

ること。 

防災・救援・救難

の推進を図る活動 
地域で考えよう防災(共同) 防災の技術と意識を高める 

活動地域への河川

環境啓発活動 

 

木津川市環境祭り 

木津川台小学校出前授業 

木津川展(共同) 

木津川マラソン河川レンジャー展(共同) 

木津川の生き物と現状への理

解を深めこれからの木津川につ

いて考えていく 

行政と住民のコー

ディネイト 
木津川沿川活動団体交流会 （共同） 

交流会を通して住民の願いを

行政に届ける。 

川づくりまちづく

りへの参画活動 
上狛川クリーン作戦(山田Ｒと共同) 

ジャンボタニシ駆除、ゴミ掃除

を通して美しい上狛川を作る

人々を育てる。 
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平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 28 日（日）溜りモニタリング(城陽市)      

５月 
25 日(土)   親子川の学校 in 新川 

（加茂町 ） 
 

 

６月 

2 日(日)   親子川の学校 in 鹿川 

            (木津町) 

16 日(日)   木津川クリーンアップ 

  

 

 

共同 

７月 
20 日(土)  親子川の学校 in 玉川 

            (井手町 ) 
 

８月 

4 日(日)    親子川の学校 in 和束川 
            (和束町 ) 

25 日(日)  地域で考えよう防災 
 

９月 1 日(日)   親子川の学校・上狛川クリーン作戦 山田 Rと共同 

10 月 
 

19 日(土)  木津川台小学校出前授業 
 

11 月 
 
16 日(土)  木津川市環境祭り 
 

 

平

成

25

年 

12 月   

１月 
26 日(土) 第６回木津川沿川活動団体活動交流会
 

共同 

２月 

 
2 日（日）  木津川マラソン 河川レンジャー展

 
16(日)～22 日(土)  第５回木津川展 
 

共同 

共同 

平

成

26

年 

３月 30(日)   溜りモニタリング  

 
 
 

年 

間 

随 

時 
 

溜 

り 

調 

査 
 

出
前
授
業 

出
前
講
座 



 3

 
1.2 活動名 溜りモニタリング 

（１）活動目的  

    山城大橋河川敷にある溜りは生き物の繁殖、特にタナゴと二枚貝にとって繁殖の大切な場

所になっており観察を続けて3年目に入っている。その溜りがどのように変化していくのか、

継続観察をしていき、溜りの保全に役立つよう記録を残していきたい。又、ゴミなどの撤去

も行い溜りの環境保全に努めていきたい。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 28 日（日）溜りモニタリング    

５月 
 

 

６月        随時溜り調査  

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月 30 日（日）溜りモニタリング  

 

（２）参加対象者・定員 

      10 名 児童の場合保護者同伴 

     

（３）実施内容 

９：３０  集合  趣旨説明  現地説明、諸注意 

９：４０  溜りの観察、魚、貝などの調査  

１１：４０ まとめ（捕れた魚の確認）  

１２：１０ 解散 後始末 

（４）実施日 

    4 月 28 日（日） 

    3 月 30 日（日） 

        その他 随時行う 
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（５）実施場所 

    山城大橋河川敷き 

 

（６）広報・募集方法 

   親子川の学校参加経験者への呼びかけ 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    協力スタッフ 1 名（運営補助、参加者への安全対策）   

 

（８）必要支援内容 

    国土交通省： 募集案内チラシの印刷  

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

       募集チラシ作製、当日の運営、まとめ 

 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   記録用紙を作成して調査結果を残していく（ニュースなど）  

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

    

（12）その他 
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1.3 活動名 親子川の学校 
（１）活動目的  

   親子川の学校に参加して魚とり、川遊びをしている時の親子の表情は生き生きとしてとても

楽しいひと時を過ごしている。スタッフとして親子川の学校経験者が初参加の親子をサポート

していくのだが、この活動を通して川が大好き・川を大切にしていきたいという親子が毎年育

ってきている。今年も、魚とり、水質調査を行い、また玉川では 28 年の水害の話を聞くなど

川への理解を深める取り組みも行っていきたい。上狛側クリーン作戦には親子川の学校スクー

ル生も上狛川の環境保全活動に参加するよう勧めていく。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  親子川の学校スクール生募集      

５月 
25 日(土)   親子川の学校 in 新川 

（加茂町 ） 
 

 

６月 

2 日(日)   親子川の学校 in 鹿川 

            (木津町) 

  

 

 

共同 

７月 
20 日(土)  親子川の学校 in 玉川 

            (井手町 ) 
 

８月 

4 日(日)    親子川の学校 in 和束川 
            (和束町 ) 

  
 

９月 1 日(日)  上狛川クリーン作戦  

10 月 
 

 
 

11 月 
 
 

 

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   対象河川流域住民を中心に、広く運営会議対象区域内の流域住民（小学生以下は保護者同伴） 

定員  親子 20 組 

 

（３）実施内容 

   ・魚とり、川遊びを体験する 

   ・水質調査をおこなう（山田レンジャーの出前授業） 

   ・水害の話など各川の特長に基づいた川の話をする 
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（４）実施日 

   5 月 25 日（日）  加茂町 新川 

6 月 2 日（日）  木津川市 鹿川 

7 月 20 日（日）  井手町 玉川 

8 月  4 日（日）  和束町 和束川 

    

（５）実施場所    加茂町新川             木津川市鹿川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

         

        井手町玉川                 和束町和束川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

      ・河川レンジャーホームページに募集案内掲載 

    ・対象流域公共施設での募集案内設置 

    ・やましろ里山の会ホームページに募集案内掲載 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

      親子川の学校体験者 5 組 （安全、救護、魚とり指導、会場準備） 

     

（８）必要支援内容 

   国土交通省 

    ・募集チラシ、案内チラシ、資料の印刷 

    ・会場使用料支払い 

    ・救急セット、バインダー、レンジャー旗の借用 

    ・講師謝礼金支払い 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    ・現地下見 

・実施計画の立案 

    ・各河川流域の自治体の後援依頼 

・会場の手配 

・募集案内チラシの作成含め広報活動 

・スクール生、スタッフの名簿作成 

    ・講師の手配と打合せ 

    ・協力スタッフの手配と打合せ 

    ・魚とりの準備 

    ・資料・アンケート用紙の作成 

    ・当日の運営 

    ・アンケートを含め、活動のまとめ 

    ・親子川の学校たより作成と配布 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     参加人数を多くしない 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 
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1.4 活動名 木津川台小学校出前授業（ボトルアクアリウム作り） 
（１）活動目的  

     小学校の総合学習、クラブ活動や PTA の活動、地域の団体など木津川や川に関係した学習・

ワークショップ、木津川の文化・歴史・自然調べが計画されており、子どもたちも楽しんで学

習している。昨年は城陽市古川小学校 4年生の古川学習、木津川市木津川台小学校 PTA 主催の

「おもしろ教室」でのボトルアクアリウム作り、城陽市社会教育での魚とり会など 3回出前授

業をしてきたが、レンジャー活動と木津川への理解を広げていく上でも地域教材を開発し、出

前授業を積極的に進めていきたい。特に川が近くにない学校の場合、生き物を持ちこんで触れ

合う体験を大切にしていきたい。                                

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月     

５月 要請に応じて随時実施。  

６月      〃   〃  

７月      〃   〃    

８月        

９月   

10 月 19 日(土)  木津川台小学校出前授業  

11 月        〃   〃  

平

成

25

年 

12 月   

１月         〃   〃  

２月         〃   〃  

平

成

26

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   40 名 

（３）実施内容 

    木津川の話 ボトルアクアリウムづくり 

（４）実施日 

    10 月 18 日 

 

（５）実施場所 

   木津川台小学校 

 

 



 9

（６）広報・募集方法 

    

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

   木津川台小学校 PTA 役員 3人 

 

（８）必要支援内容 

    国土交通省 

      資料、アンケート印刷 

       

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

      PTA 役員との打ち合わせ 

      木津川の話資料作成 

      ボトルアクアリウム材料集め 

      当日の運営 

      アンケートの集約・まとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

      観察の時間を長くとる 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

      べつになし 
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1.5 活動名 木津川環境祭り 

（１）活動目的  

    木津川市環境祭りへの参加も 5回目となり、昨年はボトルアクアリウム作りと木津川の魚 

の水槽展示、パネル展示を行った。 パネルについては、「木津川今昔」と河床低下の状況

を展示し過去と現在を比較することで木津川の変化を知らせていった。ボトルアクアリウム

作りを楽しみにして参加してくるリピーターも増えている。又、親子川の学校参加者の協力

でスタッフとしてボトルアクアリウム作りの指導をしてもらった。今年も環境祭りを通して

木津川環境、歴史・文化を普及しながら主体的に参加する仲間を増やしていきたい。 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月                 

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月 
16 日(土)   木津川市環境祭り 
 

 

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

     なし 

 

（３）実施内容 

    ・パネル、魚の水槽展示、 

    ・ボトルアクアリウム作り 

 

（４）実施日 

     11 月 16 日（土） 
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（５）実施場所 

     木津川市木津町 

      リサイクルセンター 

 

（６）広報・募集方法 

    木津川市リサイクルセンターの広報  

    木津川市広報 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

       やましろ里山の会・森林ボランティアサン・フォレスター等 3名(運営補助)          

（８）必要支援内容 

    国土交通省   

資料アンケート印刷  

河川レンジャーの展示物印刷  

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画立案 

    打合せ 

    資料、展示物作成 

    ボトルアクアリウム材料集め 

    スタッフ依頼・うちあわせ 

    当日の運営 

    まとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    ボトルアクアリウムを作りたい人は空き瓶を持参するよう広報で伝える。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 
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1.6 上狛川クリーン作戦（山田Ｒと共同）  
（１）活動目的  

   上狛は、周囲を堀に囲まれた集落で、長径約六百メートル、短径約三百メートルのほぼレモ

ン 形をした中世以来の環濠集落として有名である。かつては環濠がおよそ三間(約 5.4 ﾒｰﾄﾙ)

もあって、地元では『浦の川』と呼ばれるほど水を豊かにたたえており、狛氏の居館のある

狛城の堀であると同時に、農業用水路、悪水路として利用されていた。現在は、上狛川と呼

ばれ、生活排水 路・稲作用水路として利用されているが、水量の減少や水質の悪化が進み、

10 年前よりジャンボタニシの大量発生により、その歴史的景観を損なう事態になっている。

上狛川を美しくする会や上狛東部農地水環境保全会と一緒に駆除活動をしてきたことで、ジ

ャンボタニシ対策会議から農薬(スクミノン)の購入に補助金がつき、この二年多くの田で使

用され、ジャンボタニシも減少してきている。昨年は、上狛東部農地水環境保全会と共催で

クリーン作戦として、ジャンボタニシ駆除・ 川掃除・生き物調査・水質調査を実施したが、

今年度も内容を工夫しながら実施していきたい。 
  なお「上狛川クリーン作戦」は、昨年同様山田Ｒとの共同の企画である。 

 
平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月  地元の住民団体と打合せ 

８月  チラシ作成・広報 

９月 1 日(日) 上狛川クリーン作戦 諸準備・運営 

10 月  まとめの会議 

11 月   

平 

成 

25 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

26 

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：木津川市住民 小学生以下は保護者同伴 

   定員：特になし 
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（３）実施内容 

   9:00 集合・受付 

   9:10 河川レンジャー挨拶・共催団体挨拶・参加者紹介 

   9:20 日程説明と諸注意 

   9:30 ジャンボタニシ駆除・川掃除・生き物調査 

   11:00  水質調査 

   11:40  まとめと反省 

   12:00 解散 

     

（４）実施日 

   平成 25 年 9 月１日(日) 

 

（５）実施場所   木津川市山城町上狛川、山城支所 

 

 

 

 上狛川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

   河川レンジャーホームページで募集 

   自治体広報紙での募集案内 

   一般新聞への案内記事掲載依頼 当日取材案内 

   やましろ里山の会ホームページ掲載 週刊ニュースで参加呼びかけ 

   流域にある、公共施設などでの募集案内チラシ設置 

   山城町上狛・椿井地区長への案内、各諸団体への案内 

   流域の掲示板展示 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ 上狛東部農地水環境保全会、やましろ里山の会などより 5名 

                          

（８）必要支援内容 

   国土交通省 

     募集案内チラシ、資料、アンケートの印刷、水質調査用パックテスト準備 

     河川レンジャー幟・バインダーの借用 

     救急セットの借用 

    

   上狛東部農地水環境保全会 

     網・水槽、バケツ・長靴の借用 

   自治体 
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     広報紙での催事案内記事の掲載 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 

   実施計画の立案 

   呼びかけに賛同される皆さんや団体との打合せ 

   協力スタッフの依頼及び打合せ 

   募集案内チラシ・資料・アンケート・の作成 

   広報活動・参加者募集 

   安全通路の確保と現地下見       

   参加申し込み受付 参加者名簿の作成 

   当日の運営 

   アンケートのまとめ 活動報告のまとめ 

    

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   この取組が継続する中、ジャンボタニシ駆除薬スクミノンへの補助金が実現するという大き 

  な成果が見られた。木津川市の職員の方々も参加・注目してきている取組を、今後も継続して 

  いくため、上狛東部農地水環境保全会等を通して地元の住民の方々への働きかけをより強める 

  ことが必要である。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

   暑い時期での計画なので、救急対策が重要。水質調査の会場は、事前に冷房を入れておき、  

  暑さ対策も兼用する。 

                                                 

（12）その他 
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2. 木津川出張所管内河川レンジャー 田中 実知世 
2.1 活動テーマと活動分野 
 

 田中レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成 25 年度は、

以下の活動テーマのもと、１４つの活動を実施します。 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

大好きな木津川だから、より多くに人に「来てほしい」「知ってほしい」「好きになってほし

い」。そのために地域と行政と連携・協力しながらともに汗を流し、木津川の川環境をまもり

たい。木津川のすばらしさをより多くの人に発信したい。また今年度は木津川で起きている河

床低下の現状を把握し、これからの「いい川づくり」につなげたいです。 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 

活動1    川の自然観察会…野鳥、昆虫 

活動2    木津川クリーンアップ (共同) 

活動3    イベント併設10分間クリーンアップ 

（活動１に併設） 

活動4 近畿子供の水辺交流会発表のための 

木津川継続調査（生き物、地形） 

防災・救援・救難の推進を図る

活動 

活動5    親子水辺の安全講習会 出前講座 

    小学校でライフジャケット着用体験指導 

活動6  地域で考えよう！防災（共同） 

河川に係わる歴史・文化の普及

・啓発活動 

活動7  川の構造物見学会 

（新名神木津川橋梁見学、近鉄鉄橋と河床低下） 

活動8  上流域との交流  

川下りで木津川上流を体感！ 

活動9  木津川展 (共同) 

活動10 木津川マラソン河川レンジャー展（共同） 

活動11 近畿子どもの水辺交流会での発表 

行政と住民のコーディネイト 

活動12 城南生成管理組合「環境まつり」出展 

  （宇治川管内河川レンジャー居原田Ｒと共同） 

活動13  木津川沿川活動団体交流会 (共同) 

川づくりまちづくりへの参画活

動 
活動14   木津川の河床低下モニタリング・ヒアリング調査 

 

活動テーマ 

大好きな木津川だから、より多くに人に「来てほしい」「知ってほしい」「好きになってほ
しい」。また今年度は木津川で起きている河床低下の現状を把握し、これからの「いい川づ
くり」につなげたいです。 
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平成 25 年度 年間スケジュール（案）  田中実知世 

 
 
 

実  施 準 備 等 

４月 
21 日（日) 川の自然観察会 

（春の野鳥） 

 

５月 
19 日(日) 川の構造物見学会 
新名神高速道路木津川橋梁見学 

 

６月 

 
 
 
 
16 日(日)木津川クリーンアップ 

淀川発見講座・ 

レンジャー養 

成講座①② 

 

（共同） 

７月 

随時 親子水辺の安全講習会 
  小学校ライフジャケット 

出前講座  
 

レンジャー養 

成講座③ 

 

８月 
10 日（土）上流域交流 

川下りで木津川上流を体感！ 
25 日（日）防災（日程調整中） 

  
 

（共同） 

９月 
23 日(月祝) 川の自然観察会 

（バッタのオリンピック） 
 

10 月 
27 日(日)城南衛生管理組合 
      環境まつり出展 

 

（宇治川レン 

ジャーと共同） 

11 月 

 
23 日(土祝) 川の自然観察会 

（秋の野鳥） 
 

 

平 
成 
25 
年 

12 月  
京都環境 

フェスティバル 

１月 
26 日(土) 木津川沿川活動団体交

流会 
（共同） 

２月 

2 日（日）木津川マラソン    レ
ンジャー展 

8 日？（土）近畿子どもの水辺 
交流会滋賀大会 発表 

16 日(日)～22 日(土) 木津川展 
16 日（日）川の自然観察会 

（冬の野鳥） 

（共同） 
 
 
 

（共同） 

平 
成 
26 
年 

３月 
15 日（土）川の構造物見学会 

近鉄鉄橋と河床低下 
 

４
～
１
１
月
随
時
「
子
ど
も
の
水
辺
」
継
続
調
査
（
生
き
物
、
地
形
） 

年
間
随
時 

 
 
 
 

 

河
床
低
下 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 

「
川
の
構
造
物
見
学
会
」
は
、
木
津
川
出
張
所
の
工
事
の
状
況
で
、
年
間
随
時
設
定
し
て
実
施
す
る 
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2.2 活動１ 川の自然観察会（野鳥・昆虫） 
  

（１）活動目的 

 木津川の河川敷は、高水敷の樹林帯からアシなどの草地、砂地や礫の河原、豊富なタマ

リやワンド、滔々と水の流れる川面など、野鳥の観察に適した様々な自然条件を揃えてい

る。 

四季を通じて自然観察会を実施することにより、木津川の豊かな自然環境を実感し、次

世代へ継承することの重要性を学び伝えていきたい。生態系の上位に位置する野鳥を、開

橋の木津川流域センター周辺河川敷で定点観察し、木津川の環境変化を記録することを目

標とする。また昆虫観察会では木津川に生息する絶滅危惧種カワラバッタをとりあげ貴重

な生育環境が存在することを学習する。 

参加者には、自然に興味を持つ大人や親子を想定しており、川の自然観察会を通じて木

津川全体の生態系を大切にしていきたいという想いが世代を超えて広がっていくことを期

待しています。 
 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 

21 日（日）川の自然観察会 

（春の野鳥） 

  木津川流域センター付近 

講師打合せ 

4 月チラシ作成・配布 

モニタリング 

会場下見 

資料作成 

通路草刈 

スタッフ打合せ 

現地下調べ 

結果まとめ 

５月   

６月  
講師打合せ 

モニタリング 

７月  
9 月チラシ作成・配布 

モニタリング 

８月  
講師打合せ 

モニタリング 

９月 

23 日(月祝) 川の自然観察会 

（バッタのオリンピック） 

  城陽市木津川河川敷 

 

会場下見 

資料作成 

通路草刈 

スタッフ打合せ 

現地下調べ 

結果まとめ 

平 

成 

25 

年 

10 月  

講師打合せ 

11 月チラシ作成・配布 

モニタリング 
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11 月 

23 日(土祝) 川の自然観察会 

（秋の野鳥） 

  木津川流域センター付近 

会場下見 

資料作成 

通路草刈 

スタッフ打合せ 

現地下調べ 

結果まとめ 

12 月  講師打合せ 

１月  
2 月チラシ作成・配布 

モニタリング 

２月 

16 日（日）川の自然観察会 

（冬の野鳥） 

木津川流域センター付近 

  「木津川展」開催時期に実施 

会場下見 

資料作成 

通路草刈 

スタッフ打合せ 

現地下調べ 

結果まとめ 

平 

成 

26 

年 

３月   

 

（２）参加対象者・定員 

参加対象：運営会議対象区域内の流域住民（小学生以下は保護者同伴） 

定員  ：３０人/回（参加者への講演等の理解の徹底と使用する会場の定員より設定） 

 

（３）実施内容 

   ・活動目的説明（河川レンジャー） 

 ・野鳥観察方法を教える 

・・・スコープ、双眼鏡の使い方、観察の心得等   （講師：植田氏） 

       野鳥以外にも植物・昆虫の観察もできる体制を整える。 

      昆虫観察方法を教える 

       ・・・捕虫網の使い方、観察の心得等   （講師：金子氏 ） 

・実際に野鳥・昆虫を見て種類や特徴の説明 

・雨天の場合、室内で野鳥・昆虫の展示説明、座学  

・当日のプログラム 

８：３０ 受付開始  

９：００ 集合 開会挨拶 趣旨説明 講師紹介 自己紹介、諸注意 

９：３０ 観察ルートを移動しながら野鳥・昆虫観察、現地説明 

    バッタのオリンピックの場合は後半は種類・雌雄ごとに飛距離をはかる 

１１：３０ まとめ（観察した鳥・昆虫の確認） 総括 感想 後方付け 

１２：００ 解散 
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（４）実施日 

実施日：野鳥→平成２５年４月２１日(日)、１１月２３日(土祝)、平成２６年２月１６日（日） 

昆虫→平成２５年９月２３日（月祝） 

少雨決行、雨天メニューで実施し、大雨や危険が予測される場合は順延を検討 

 
（５）実施場所 

  ・野鳥  木津川市山城町北河原  木津川流域センター付近河川敷 

 
   

・昆虫  城陽市 木津川河川敷 

 
 

（６）広報・募集方法 

・淀川管内河川レンジャーホームページへの募集案内の掲載 

   ・やましろ里山の会ホームページへの募集案内の掲載 

   ・公共施設へのチラシ配布                                  

   ・申込締切日：第 1回 平成 25 年 4 月 18 日(木)                        

          第 2 回 平成 25 年 9 月 20 日(金)                        

          第 3 回 平成 25 年 11 月 21 日(木)                        

第４回 平成 26 年 2 月 14 日(金) 

 

 

 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    協力スタッフ：やましろ里山の会：２名（運営補助、参加者への安全対策）           

    講師：植田光弘氏（自然体験活動推進協議会インストラクター） 

       金子留美子氏（NPO こどもとむしの会、NPO シニア自然大学校研究部昆虫科） 
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（８）必要支援内容 

    国土交通省： 資料・アンケート用紙の印刷 

           河川レンジャー旗の借用 

           バインダー借用 

           観察ケース借用  

           会場草刈り等の整備 

           講師謝金の支払い 

講師の送迎 

    やましろ里山の会：野鳥観察用スコープの借用 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・実施計画の立案                                      

   ・講師・協力スタッフの手配、打合せ                             

   ・会場の手配                                        

   ・資料作成                                   

   ・広報活動                                        

   ・当日の運営                                     

   ・アンケート結果のまとめ                                

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   ・木津川に生息する生き物が、その時期その時期の食物連鎖によってつながっている事を理 

解し、木津川の生物多様性を理解するきっかけとしたい。参加者と一緒に生態系ピラミッドを 

考え、自然はどれが欠けても成立しない。すべて大切な生態系の一部であることを学ぶ場とし 

たい。 

   ・野鳥観察会に関しては、木津川流域センター付近の開橋上流右岸をフィールドとし、木津川河 

川敷の環境変化、流況変化によって、出現鳥の変化があるのかどうか、3年連続の定点観察を 

おこない、観察データの積み上げをおこなう。 

   ・昆虫観察は「バッタのオリンピック」をテーマに 9月に昆虫観察会を開催する。この観察会は 

平成 23 年度に実施したが、参加者に好評で、実際に木津川にはよく来るがカワラバッタは初 

めて見たという人が多かった。また「バッタのオリンピック」という活動の仕組みは大人も子 

供も河原で夢中でバッタをつかまえて飛距離を競う（そのまま自然に放す）もので、楽しみな 

がら昆虫を学べる優れたプログラムである。 

木津川に生息するカワラバッタは京都府絶滅寸前種に指定されており、木津川の河原の生態系 

や河床低下による環境変化を説明するためには最適な昆虫であるが、限られた環境でしか生息 

できない貴重な昆虫であるので、広報、周知に細心の注意をはらう必要がある。 

     

（11）活動を行ううえでの課題等 

・野鳥観察会で定点観察のフィールドとしている木津川流域センター周辺河川敷（開橋上流 

右）は、上流方向から本流の水衝部となってきており、観察コースとしている道も洗掘の 

危険が迫っている。危険箇所は毎回下見で確認し対策を講じているが、近年中にコースは 

変えなくてはならない可能性がある。 

   ・昆虫観察会「バッタのオリンピック」会場としている城陽市木津川河川敷は、砂礫川原に 

むかってゴルフの打ちっぱなしのような行為をする方々がいて、観察にあたって危険を感 

じることが過去にあった。迷惑行為ではあるが規制はできないものでしょうか。 

 

（12）その他 
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2.3 活動３ イベント併設 10 分間クリーンアップ 
 

（１）活動目的 

「木津川クリーンアップ」の項でも述べたとおり、自然豊かな木津川でもゴミ問題は深刻である。 

またいったん大雨が降れば、堤防や河川敷に投棄されたゴミは木津川に流れ込み、下流の淀川にま

で流れて流域全体のゴミ問題を引き起こすことになる。 

「イベント併設 10 分間クリーンアップ」は、河川レンジャー主催の自然観察会で木津川に来た方々 

にゴミ問題に気づいていただくと同時に、小さなクリーンアップに任意で参加いただき、ゴミのポ

イ捨てを許さない気持ちを持っていただきたい。以上の目的で自然観察会に併設して実施する。 

また、この「イベント併設 10 分間クリーンアップ」で木津川のゴミ問題を直視した方の中から、

「木津川クリーンアップ」へ積極的に参加してくださる人材が創出できれば、これほど嬉しいこと

はない。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 

21 日（日）川の自然観察会 

（春の野鳥） 

  木津川流域センター付近 

イベント併設 10 分間クリーン

アップ実施 

５月   

６月   

７月   

８月   

９月 

23 日(月祝) 川の自然観察会 

 （バッタのオリンピック） 

  城陽市 木津川河川敷 

イベント併設 10 分間クリーン

アップ実施 

10 月   

11 月 

23 日(土祝) 川の自然観察会 

（秋の野鳥） 

  木津川流域センター付近 

イベント併設 10 分間クリーン

アップ実施 

平 

成 

25 

年 

12 月   

１月   

２月 

16 日（日）川の自然観察会 

（冬の野鳥） 

木津川流域センター付近 

イベント併設 10 分間クリーン

アップ実施 

平 

成 

26 

年 

３月   

 

（２）参加対象者  河川レンジャー主催の自然観察会に参加する方々 
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（３）実施内容 

   ○ 自然観察会の受付が終わった方の中から自主的に参加していただく 

   ○ 木津川流域センター指定場所に集積し、淀川河川事務所木津川出張所が速やかに撤収す 

る 

 

（４）実施日      平成 25 年 4 月 21 日（日）、9月 23 日（月祝）、 

            11 月 23 日（土祝）、平成 26 年 2 月 16 日（日） 

 

（５）実施場所     各自然観察会の実施場所と同一 

 

（６）広報・募集方法 

       ○ 自然観察会の受付が終わった方に呼び掛ける。参加は強制ではない。参加自由。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割   

○ 協力スタッフ  やましろ里山の会、河川レンジャー（収集ごみのとりまとめ） 

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省 

     ○  ゴミ袋の支給  ひばさみの貸し出し 

     ○  収集ゴミの早期撤収 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

     ○  自然観察会の受付が終わった方に呼び掛ける。参加は強制ではない。参加自由。     

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

  3 年前に初めて 11 月 3 日の「野鳥観察会 in 山城大橋」にて試行したところ、好評であった。 

  観察会の受付場所にゴミ袋とハサミを予め置いていたら、受付を早く済ませた人から自主的に  

周囲のゴミを拾ってくださった。一人がゴミ拾いをしているのを見ると、ごく自然にみなさん 

後に続いていただけて、主催者であるこちらが逆にびっくりした。 

木津川や自然を愛する参加者だからこその行動であると、誇らしく思う。 

自然観察に訪れた時よりも帰った後の方がきれいになるように、参加者の自主性にまかせなが 

ら長い目で効果を期待したい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

  収集ごみの処理を、木津川流域センターまで運搬するので、木津川出張所にご協力願いたい。 

  しかしながら特に開橋のフィールドでは、簡単に拾えるポイ捨てゴミよりも、流れついた大型 

の産廃ゴミや蛍光灯、建材、ガラスなどが多く、運べるものではない。参加者のクリーンアッ 

プにも限度があると感じる。 

（12）その他 
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2.4 活動４ 近畿子どもの水辺交流会発表のための 

    木津川 継続調査（生き物、地形） 
（１）活動目的 

  平成 21 年度から木津川管内河川レンジャーの川の活動に参加する子ども達で、近畿「子ども 

の水辺交流会」に参加しています。 

平成 21 年度は第 3回近畿「子ども水辺交流会」京都大会で福井レンジャーが制作され、平成 

22 年度は第 4 回奈良大会で福井レンジャー主催「親子川の学校」の活動報告を田中（正式レン 

ジャーになる前）が作成し、それ以降は田中レンジャー主催事業として平成 23 年度 2月は兵 

庫大会、平成 24 年度 2月は大阪大会に参加しました。 

平成 24 年度大阪大会には、7 名の小学生と幼稚園児が参加し、「守っていこう！ボクたちの楽 

しい木津川」のテーマのもと、元気に木津川での調査活動をアピールしました。参加発表する 

にあたって複数回参加している子ども達や保護者の皆さんから、「自分たちの大切な遊び場で 

ある山城大橋ワンドを、昨年に続いて継続的に調査し、その環境変化と生き物の変化を伝えた 

い」という要望が出て、それを基に 4月から 11 月まで現地調査をおこない、その結果を近畿 

「子どもの水辺」交流会大阪大会にて広く近畿の活動団体にアピールしました。 

  発表終了後、参加者からは来年度の滋賀大会にも参加したい！という希望が早くも出ており、 

また「木津川展」など発表の掲示を見た方々からも興味を持っていただき、今年度もレンジャ 

ー活動として主催する予定です。 

今年度も木津川にて継続調査を続け、平成 25 年度滋賀大会の発表に向けて準備したいと思い 

ます。 

  同時に同じ興味を持つ子ども達、親子を活動に誘い、参加者の輪を広げていきたいです。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 
 

 

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   
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年 
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１月   

２月   
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成 

26 

年 
３月   

４
～
１
１
月
随
時 

 

「
子
ど
も
の
水
辺
」
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（２）参加対象者  近畿「子どもの水辺交流会」参加者と保護者スタッフ 

          実施日は随時なので、その時来ることのできる者で対応 

 

（３）実施内容 

   ○自分たちの大好きなフィールドである木津川にて、生き物・地形を継続調査する。年間を

通じて季 

節変化や、大雨などの出水の前後の変化を記録してデータを積み上げる。 

   

（４）実施日    平成 25 年度４月～１１月随時 

          季節変化や水量変化などがあってレンジャーが必要と判断した日 

（５）実施場所   京都府城陽市木津川右岸山城大橋ワンド       

および 

木津川市開橋 

下流右岸 

   
右岸山城大橋ワンド            木津川市開橋下流右岸 

 

（６）広報・募集方法 

       ○ 近畿「子どもの水辺交流会」参加者と保護者スタッフなので特に告知はせず、参加希

望者にメ 

ール配信や電話にて調査日の連絡招集をする。 

      様々な視点から発表を作りたいので、新規参加者は常時募集する。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割   

○ 協力スタッフ  やましろ里山の会、河川レンジャー 

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省 

     ○ ライフジャケットの貸与 

     ○ 木津川堤防のカギの貸与 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

     ・調査地のモニタリング 

・実施計画の立案 

     ・参加者、協力スタッフ依頼と手配・打合せ  

     ・参加者募集   

     ・収集データの取りまとめ 

・活動報告のまとめ 

 

 

 



 25

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     近畿「子どもの水辺」交流会への参加も、早いもので 5年目になる。その間に参加する 

子どもたちも成長し、中学生になると部活や受験が忙しくなり、このような活動は引退に 

なる。最初から参加していた子どもたちの年齢も上がってきたので、また低学年から中学 

年の子どもたちを中心に新規参加者を探す必要がある。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

     川に入る活動なので水量の多少にかかわらず、本流もしくは本流に続くワンドに入る時 

は、子どもは必ずライフジャケットの着用をさせる。 

     子どもは保護者と一緒の参加を絶対基本とする。 

 

（12）その他 

     （10）で述べたように、新しい参加者を常に募集しなければならないので、河川事務所・ 

行政御関係者の皆さんには、「水辺」の発表を出来る場所をご紹介いただきたい。自治体 

のお祭りや文化祭など、親子が集まる場所のステージなどで「木津川の川ガキ発表会」の 

ようなタイトルで発表させていただきたいです。 
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2.5 活動５ 親子水辺の安全講習会 
 

（１）活動目的 

木津川は日本でも有数の砂河川であり、豊かな砂洲、ワンド、タマリが形成されている。 

そのため淀川流域の中でも、河原へ川の中へと人がアプローチできる箇所が多く自然のままの親水

空間を形成している。それ自体は川で遊べる好ましい環境ではあるが、他方で常に水難事故の危険

をはらんでいる川であるともいえる。 

木津川での魚とりなどの活動で、親御さんからは「川は危険な場所だから、自分たちだけ行くの

はこわい」という意見をよく聞く。今、子育て期のお父さんお母さん世代は、自身が子供の時分学

校教育で「川は危険。近づくな」と教えられて育った世代であり、現在子育て期になったからとい

って自信を持って子供を川に連れていけなくても仕方のないことである。 

しかし木津川管内河川レンジャーの活動などに参加して、川の楽しさや川環境の自然の豊かさに

気付いてくださった方の中から、これから個人的にも木津川に入って遊びたいと思う方々が増えて

いる。川で、水難事故に遭わないためには、川から離れるのではなく、川の危険個所や身の守り方

について、自ら学ぶ必要がある。「親子水辺の安全講習会」を実施し、川での危機管理意識を高め、

自信と責任を持って川に入れる人を増やしたい。 

平成 24 年度は、奈良市立左京小学校と連携して、体育のプール授業における「着衣泳実習」と

一緒に出前授業「ライフジャケット着用体験と川の安全教室」を実施した。 

まず「川の安全教室」でパネルを使用して、河川レンジャーの紹介、川の危険箇所の説明、ライ

フジャケット必要性、スローバックなどの陸上から行う救助方法、淀川モバイルネットの活用術な

どを講義し、次に「ライフジャケット着用体験」で実際に着用してプールで浮く体験をした。先生

方や子どもたちからは「ライフジャケットの着方や浮き方を知っていると、いざという時に救命に

つながる。貴重な体験で感謝している」「次年度もぜひお願いします」という意見をいただいた。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月  出前授業等の会場の可能性を打診 

５月       〃 

６月       〃 

７月 
出前授業 

体験とデモンストレーション 

会場設定 

ライフジャケット 

スローバック 

資料       

８月        

９月             

10 月             

11 月 
      

 

      

 

平 

成 

25 

年 

12 月 
     

 

      

 

平 

成 
１月 
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２月 
      

 

       

 

26 

年 

３月              

 

（２）参加対象者  沿川の幼稚園・小学校児童 

          プール施設の来場者 

 

（３）実施内容   川の危険箇所の説明 

          ライフジャケットの正しい着用方法 

          スローバックの紹介 

          淀川モバイルネット活用術 

 

（４）実施日    7 月随時 

 

（５）実施場所   沿川の幼稚園・小学校、プール施設等 

 

（６）広報・募集方法  指定の幼稚園・小学校にて実施  一般募集なし 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割  幼稚園・小学校の先生がた数名 

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省 

       ○ライフジャケット、スローバックの貸出 

       ○各種資料提供 

       ○資料、アンケートの印刷 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

      ○  出前授業等の打診 

      ○  実施計画の立案      

○  当日の運営 

      ○  アンケートのまとめ 活動報告のまとめ 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     奈良市立左京小学校では今年度も引き続き、ライフジャケット着用体験授業を着衣泳と

ドッキン 

グさせておこなうことを要請されている。河川レンジャーが学校と連携できる好例と思

われるの 

で、同様の出前授業を沿川自治体に広げていきたい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

       「親子水辺の安全講習会」は河川レンジャーとして川に入っての活動を推進する立場としては、 

      自転車の両輪の如く、必要不可欠なものであると感じている。将来的に川で実施することを目標 

      したいため、レンジャーおよびスタッフが川での講習を実践する機会をいただきたい。例えば河 

川      レンジャー講習会の開橋に将来のスタッフも参加させていただく枠を設けていただけないか。検

討をお願いしたい。 

 

（12）その他 
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2.6 活動 7  川の構造物見学会 
 

（１）活動目的 

川にはよく見渡してみると、実に多くの構造物がある。樋門や排水機場、上流のダムなど、普段の

散歩や運転中、あるいは地図にて見慣れているその構造物であるが、実はどんな目的で作られてい

て何をするものなのか詳しいことは一般には案外知られていない。その構造物が作られたいきさつ、

目的、役割を知ることにより、災害に対する意識を高め、水の恵みを享受できる仕組みを学ぶ。ま

た、その構造物を日々使命感を持って保守管理している職員がいることを知り、川にかかわる仕事

への理解を深める。 

環境の側面からはダムなどのコンクリート製大型構造物の是非が、現在論じられていることも事実

である。また木津川の堤防が砂堤防で弱く、治水の観点からは改修の必要があるが、環境面からは

植生保全との両立等の難しさがある。流れ橋は、近年毎年流出する傾向にあり、木津川の流況変化

の影響が大きい。 

河川法の三本の柱である治水、利水、環境が両立するにはこれからどんな方向へ河川行政が向かう

べきか、参加者がニュートラルな立場での説明を聞き、実物を見ることにより、その利点や問題点

に気付いてほしい。そして未来への展望をそれぞれ想起していただければ有り難く思う。 

今年度は、「新名神高速道路木津川橋梁見学会」と「近鉄鉄橋と河床低下」の 2 本を予定している。

これからできる新名神ではどのような最新技術で橋を作るのかを理解し、近鉄鉄橋では昭和初期に

つくられた鉄橋をどのようにメンテナンスしながら今日まで安全に列車運行しているのか。河床低

下は鉄橋にいつどのような影響を与えたのか振り返る。 

また今後木津川出張所管内で見学すべき工事が発生すれば、随時見学会を企画する。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月  

実施計画の立案 

会場の確認 

案内チラシの作成 

参加呼びかけの手配 

５月 
19 日(土) 新名神木津川橋梁工事

現場見学会 

雨天対策の検討 

資料作成 

安全対策の打合せ 

講師・スタッフの打合せ 

結果とまとめの作成 

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

平 

成 

25 

年 

11 月   
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12 月   

１月  

実施計画の立案 

会場の確認 

案内チラシの作成 

２月  参加呼びかけの手配 
平 

成 

26 

年 

３月 
15 日(土)  

近鉄鉄橋と河床低下見学会 

雨天対策の検討 

資料作成 

安全対策の打合せ 

講師・スタッフの打合せ 

結果とまとめの作成 

 

（２）参加対象者  木津川の流域住民(小学生以下は保護者同伴)および広域からの集客 

定員  30 人   

 

（３）実施内容    

     ○新名神木津川橋梁工事現場見学会 

       企画主旨説明 河川レンジャー 

       講師   京都府山城北土木事務所職員（工事現場説明） 

            工事担当者 （工事現場説明） 

○近鉄木津川鉄橋と河床低下 現地見学会 

       企画主旨説明 河川レンジャー 

       講師   京都大学防災研究所 角教授 

近畿日本鉄道 保線担当者 

プログラム  

      10：00 開会挨拶 諸注意   

      10：30 現地見学 

      11：30 質疑応答 

      12：00 解散   

 

（４）実施日     

     ○新名神  5 月 21 日（土） 10 時～12 時 

     ○近鉄鉄橋と河床低下  3 月 15 日（土）  

 

（５）実施場所    

     ○新名神 京田辺市および城陽市 木津川橋梁工事現場 

○近鉄鉄橋と河床低下 京田辺市近鉄鉄橋現地 

   
木津川橋梁工事現場              近鉄鉄橋現地  



 30

（６）広報・募集方法 

          ○  河川レンジャーホームページで募集 

     ○  対象区域内の自治体広報紙での募集案内 

     ○  やましろ里山の会ホームページ掲載 週刊ニュースで参加呼びかけ 

     ○  対象区域内の公共機関、図書館などでの募集案内チラシ配布 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割   

     ○  スタッフ  やましろ里山の会   参加者誘導、受付 

 

（８）必要支援内容 

    国土交通省 

     ○  関係各署の紹介、講師の紹介 

     ○  募集案内チラシの印刷と郵送 

     ○  案内チラシの郵送  名簿に基づく諸団体への送付 

     ○  マスコミ各社への催事案内記事の提供 

     ○  資料、アンケートの印刷 

    京都府山城北土木事務所、㈱近畿日本鉄道、京都大学 

     ○  説明資料 

     ○  参加者の安全確保 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

      ○  実施計画の立案   

      ○  講師依頼  協力スタッフの依頼及び打合せ 

      ○  募集案内チラシの作成       

○  当日の運営 

      ○  アンケートのまとめ 活動報告のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     昨年の「高山ダム見学会」でも普段見る事のできないダム堤内の見学や、河川環境に関 

する講義など、河川レンジャーの取り組みならではの内容になった。今年度、同じ木津川 

上流ダム群の布目ダムの堆砂対策である「置き砂」を見学したいという希望はもっている 

が、何分京都府南部から距離が遠いことから現在思案中である。 

今年度は現状では２回計画していますが、今後、川の構造物見学会としてふさわしい企 

画ができれば随時実施したい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

一昨年の「下ノ浜樋門工事現場見学会」では樋門の役割の説明と、木津川の砂堤防のフ 

ル断面を見学する事ができ、参加者にも報道関係にも反響が大きかった。昨年は八丁樋門 

の廃門工事があったが、残念ながら情報が工事直前しかなく河川事務所内部のみの見学会 

がおこなわれたと聞いている。また現状では、木津川出張所の今年度の工事計画では残念 

ながらそのような見学可能な工事がない。もし樋門廃門などの工事の見学が可能になれば 

実施したい。そのためには見学の価値のある工事については、情報がほしい。また新しい 

情報に対応できるよう、フレキシブルに見学会を開催できる体制をとる。 

 

（12）その他 
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2.7 活動 8  上流域との交流    川下りで木津川上流を体感！ 

（木津川上流河川レンジャーとの共催） 
 

（１）活動目的  

木津川は、三重県青山高原から流れ出て、京都府八幡市で宇治川・桂川と合流し、淀川となって

大阪湾へそそぐ全長８９kｍの川である。私たちの活動地域である木津川流域は笠置大橋から三川

合流地帯までであるが、そこからの上流部の源流地点から笠置までも、変化に富んだ自然と多くの 

人々の暮らしの中を通り、連綿と川の流れは続いている。 

上流部の町である伊賀市上野は木津川と服部川・柘植川の三川が合流し、直下に狭窄部・岩倉峡が

あることから、昔から深刻な洪水被害を受けてきた。現在は合流部に最大容量 900 万㎥の遊水地が

でき、100 年に一度の洪水に耐えられる治水対策がなされている。しかし広大な遊水地は、広大な

農地の犠牲があってできており、これは上野市街地だけでなく下流都市部の洪水被害を防いでいる。

このことを下流の我々はもっと学んでおくべきと思い、23 年度は「遊水地見学と交流学習会」で上

流部の現状を学ぶ機会を持った。 

また 24 年度は「源流探検とシャワークライミング体験」で、いつも見ている木津川の始まりの

地点を探検し、上流部のきれいで冷たい水を実感しながら渓谷をクライミングした。 

そして、上野周辺も豊かな川環境でたくさんの魚や水生生物が生息していて、上流平野部の自然を

体感するには最適である。今年度は、木津川上流の依那古周辺で川に入り、安全に川の中を歩いた

りカヌーに乗って流れたりする体験を通し、自分たちの地域を流れる大きな木津川との差を体感す

ることを目的とする。 

この「上流域との交流」の取組みは、「木津川流域上流下流で交流する機会を設け、相互理解の

場を創出したい」という企画主旨に基づき、木津川上流管内河川レンジャーとの共催の企画実施と

する。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月  河川レンジャーレベルの交流 

５月  河川レンジャーレベルの交流 

６月  

実施計画の立案 

交通手段の検討 

会場の確認 

案内チラシの作成 

参加呼びかけの手配 

雨天対策の検討 

資料作成 

講師・スタッフの打合せ 

７月  

実施計画の立案 

参加呼びかけの手配 

資料作成 

講師・スタッフの打合せ 

８月 
10 日（土）上流域交流 

 川下りで木津川上流を体感！ 
実施と結果まとめ 

９月  河川レンジャーレベルの交流 

平 

成 

25 

年 

10 月  河川レンジャーレベルの交流 
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11 月  河川レンジャーレベルの交流 

12 月  河川レンジャーレベルの交流 

１月  河川レンジャーレベルの交流 

２月  河川レンジャーレベルの交流 

平 

成 

26 

年 
３月  河川レンジャーレベルの交流 

 

（２）参加対象者  運営会議対象区域内の流域住民(小学生以下は保護者同伴) 

定員  20 人   

（３）実施内容 

    ○企画主旨説明  木津川上流管内河川レンジャー  西氏 

    ○講師  木津川上流河川事務所職員 

         木津川上流管内河川レンジャー    

    10：00 開会 木津川上流河川事務所伊賀上野出張所にて座学  

    11：00 木津川上流管内参加者と一緒に川下り体験 

    15：00 終了 

（４）実施日   

     平成 25 年 8 月 10 日（土） 

 

（５）実施場所    

木津川上流河川事務所 

三重県名張市木屋町 812-1 

 

伊賀上野出張所 

三重県伊賀市小田町 242 

 

 

 
    依那古付近 
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（６）広報・募集方法 

          ○  河川レンジャーホームページで募集 

     ○  対象区域内の自治体広報紙での募集案内 

     ○  やましろ里山の会ホームページ掲載 週刊ニュースで参加呼びかけ 

     ○  対象区域内の公共機関、図書館などでの募集案内チラシ配布  

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割  講師  指導者  スタッフ 

     ○  指導者 木津川上流河川事務所職員 

            木津川上流河川レンジャー事務局 

            木津川上流管内河川レンジャー  

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省木津川出張所 

     ○  関係各署の紹介、講師の紹介 

     ○  募集案内チラシの印刷と郵送 

     ○  案内チラシの郵送  名簿に基づく諸団体への送付 

     ○  マスコミ各社への催事案内記事の提供 

     ○  資料、アンケートの印刷 

 

     国土交通省木津川上流河川事務所と木津川上流管内河川レンジャー 

     ○  会場手配 

     ○  集合地と依那古までの交通手段 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

     ○  実施計画の立案 （共催）  

     ○  協力スタッフの依頼及び打合せ 

     ○  募集案内チラシの作成       

○  当日の運営 

     ○  アンケートのまとめ 活動報告のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     一昨年「上野遊水地学習と上流域との交流学習会」をおこない、下流からの参加者から 

「下流は上流の方にしてもらう事の多い立場。勉強になった」という声が出ました。これは 

私が本当に知ってほしかった内容です。また「源流探検」では同じ木津川の最上流部を知り、 

木津川を大切に思う気持ちを再認識した。 

この活動を通じて、下流の我々は上流の遊状況を知ることができ、それにもまして、上流

の方々との交流を通じて「木津川は一本」であること、上流下流でお互いを思いやることの

大切さを知る事が出来ました。木津川を通じての交流が広がることを願います。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

       伊賀市上野への交通手段が懸案である。開橋から伊賀市上野の木津川上流河川事務所伊賀 

上野出張所まで約 26km。車で約 1時間半以上の距離である。電車でも近鉄・JR ともに複数 

回乗り替えしながら 1時間半以上、駅からタクシー利用となる。希望者は誰でも参加できる 

仕組みを作るには、車に乗らない人も、長距離の運転が不安な人も、木津川流域センターを 

集合解散地として参加者がそろってバスに乗り伊賀市上野まで往復できるようご支援いただ 

きたい。参加者は、万一の事故の心配もなく安心して参加できるので、下流としても検討を 

お願いしたい。 

昨年は、下流参加者のために源流探検のバスを木津川流域センターまで送迎していただき、 

上流の皆さんには大変お世話になりましたが、今年度はどのようにしていくか、検討が必要 

です。 

（12）その他 
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2.8 活動 11  第 7 回近畿「子どもの水辺」交流会滋賀大会での発表 
（１）活動目的 

近畿「子どもの水辺」交流会は、「身近な水辺活動を広く発信し、『水辺』への関心、上下流、・ 

府県間など『水辺』に関わる子供たちの交流を深め、水辺活動の継続・広がり、地域ぐるみで共に

つくり、守り、育てる水辺づくりを目指す」ことを目的に、毎年近畿の各府県で開催される子ども

中心の交流会である。2012 年度は大阪で 31 の団体が発表に参加した。 

2009 年度、2010 年度と、福井レンジャー主催の「親子川の学校」・やましろ里山の会木津川子

ども部会より、参加者有志の子供たちが、木津川とその支流における魚とり調査、水質調査の結果

をまとめ、発表してきた。2011 年度は田中レンジャーの主催事業として「①ワンドと砂の川である

木津川の山城大橋ワンドの 7年の環境変化のまとめ」「②鹿川への特定外来魚駆除啓発ポスターの

掲出活動」を発表し、2012 年度は山城大橋ワンドを継続調査し、これまでの 8年間の変化と当年度

1 年の季節変化を発表した。特に昨年は山城大橋ワンドの崩壊という大ニュースがあり、子どもた

ちは調査を通して砂の川木津川を深く理解した。 

毎回子供たちは、自分たちの活動を発表にまとめる段階で活動のふりかえりをすると共に、普段

の魚とり・地形調査を継続することの意義を見つめなおす。そして、本番の発表では自信をもって

たくさんの人の前で発表できるようになる。また他の団体の発表を聞いて、自分たちにない切り口

や考え方で活動していることに大きな刺激を受けてきている。そして始めて会った他団体の子供た

ちとも「水辺」という共通言語ですぐに仲間になれる体験をし、大きく成長する。 

今年度は昨年テーマにした山城大橋ワンドでの調査をもとに、木津川全体を調べデータを積み上

げて発表の方向性を探る。 
平成 25 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

４月  継続調査 

５月  継続調査 

６月  継続調査 

７月  継続調査 

８月  継続調査 

９月  継続調査、発表準備 

10 月  継続調査、発表準備 

11 月  継続調査、発表準備 

平 
成 
25 
年 

12 月  発表準備 

１月  発表準備 

２月 
近畿「子どもの水辺」交流会 
滋賀大会で発表（開催日程未定）

 

平 
成 
26 
年 

３月   

 



 35

（２）参加対象者  田中レンジャー主催昨年の「子どもの水辺」参加者と新規参加者 

定員  なし   

 

（３）実施内容 

    第 7 回近畿「子どもの水辺」交流会 滋賀大会での発表 

 

（４）実施日   

     平成 26 年冬？  開催日程は未定（実行委員会より未発表） 

 

（５）実施場所    

未定 

 

（６）広報・募集方法 

     参加者、スタッフは固定 

     木津川管内河川レンジャー活動参加者に広報し募集 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割  講師  指導者  スタッフ 

     指導者 河川レンジャー（田中） 

         やましろ里山の会木津川部会 

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省 

     ○  発表にかかる材料物品準備 

     ○  資料 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

     ○  発表準備   

     ○  「子どもの水辺」実行委員会、京都府河川課との諸連絡 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

  参加者は昨年度の発表メンバーも残る予定ではあるが、新規メンバーも募集してすそ野を広げ

る必要が 

ある。この発表を広く聞いてもらう機会を作り、参加者募集の告知をしていきたい。 

そのため、自治体の夏祭りや子どもイベントで発表の場があれば参加させていただきたい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 

（12）その他 
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2.9 活動 12 城南衛生管理組合「環境まつり」出展 
         （宇治川管内河川レンジャー 居原田河川レンジャーと共同出展） 
 

（１）活動目的 

城南衛生管理組合「環境まつり」は、環境展示、リサイクル市、フリーマーケット、うまいもの

横町などからなる、地域密着型のエコイベントです。 

「城南衛生管理組合」は京都府南部の３市３町（宇治市、城陽市、八幡市、久御山町、宇治田原町、

井手町）の廃棄物行政の推進のために作られた一部事務組合（特別地方公共団体）である。そのた

め今回の「環境まつり」にもそれらの 3市 3町より無料シャトルバスが運行されており集客エリア

は広い。 

一昨年の出展は、河川レンジャー運営会議で運営委員の谷口さんより是非出展を、と紹介された

ものであり、主催者と連絡を取り、審査の上、出展を許可していただいて実現したものである。 

出展が決定してからの諸連絡、搬入、実施、撤収まで、主催者窓口である城南衛生管理組合 広報

情報課の皆様には、大変お世話になりました。 

このような公共性が高く集客力のある環境イベントにて河川レンジャーが出展することは、レン

ジャー活動の PR とともに、木津川へのファン作りに意義があると思いました。今年度は宇治川河

川レンジャーの居原田レンジャーとの共同事業を計画しており、京都地域の河川レンジャーとして

さらに強力に淀川管内河川レンジャー活動を発信できる場にしたいと考えます。 

昨年は雨のため残念ながら中止になりましたが、今年度も出展をし、楽しい展示と子ども工作メ

ニューを計画したい。また今年度はステージイベントに子どもたちの近畿「子どもの水辺」交流会

発表も加えていただきたい。 
平成 25 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

４月  主催者との諸連絡 

５月  今年度実施計画案作成 

６月  〃 

７月  〃 

８月  〃 

９月  
準備物確認 
現地テント場所確認 

10 月 
27 日（日）環境まつり 
    日程未定 

活動と結果まとめ 

11 月   

平 
成 
25 
年 

12 月   

１月   

２月   

平 
成 
26 
年 

３月   
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（２）参加対象者  城南衛生管理組合「環境まつり」来場者の大人と子ども 

定員  なし   

 

（３）実施内容 

    城南衛生管理組合「環境まつり」出展 

 

（４）実施日   

     平成 25 年 10 月 27 日（日） 開催日程は未定（実行委員会より未発表） 

 

（５）実施場所   洛南衛生管理組合グランド 

          八幡市三川合流付近 

 
 

（６）広報・募集方法 

     環境まつり来場者が対象のため 

     特にレンジャーで募集活動はなし 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割  講師  指導者  スタッフ 

     スタッフ  久乗氏（生き物展示） 

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省 

     ○  展示物の貸与（河川レンジャー紹介パネル等） 

     ○  展示に関わる諸物品貸与（水槽等） 

     ○  配布資料 

     ○  展示物、配布物の印刷 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

     ○  河川レンジャー活動の PR 

     ○  木津川・宇治川の生き物展示 

     ○  子ども向けクラフト工作コーナー運営 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     八幡市、久御山町の自治体や地元活動団体との関係つくり 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 

（12）その他 
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2.10 活動１4  木津川の河床低下 モニタリング・ヒアリング調査 
(1)活動目的 

  一昨年度、加茂文化センターロビー展「木津川が育んだ自然」において、木津川がかかえる問 

題点である河床低下についてポスターを作成する機会をいただいた。 

  まとめる中で、河床低下は近年起こったものではなく昭和 40 年代ごろ特に顕著に進行してい 

るものであること、しかし環境や治水面で問題として表面化してきたのは近年であったことがわ 

かった。その原因は上流からの土砂の流入がダムや砂防ダムによって減ったこと、下流の淀川の 

河川改修で水と一緒に砂も流れてしまうこと、川砂採取をすることなどであることもわかった。 

昨年度は、このポスターがもとで、京都大学防災研究所の角教授のお誘いで 6月に京都大学工

学研究科キャップストーンゼミにて河床低下について講義協力する機会をいただき、また 12 月

には当ゼミ公開研究発表会を京田辺市で開催する為の協力をおこない、地元住民と研究者、行政

関係者が交流する機会創出のお手伝いをした。 

また昨年度は山城大橋下流右岸の耕作地の地権者が多く在住する奈島の老人会に招かれ、同じ

く河床低下について講演とヒアリングの機会を得た。 

今年度もこれまでの活動を更に深め、木津川の河床低下問題を掘り下げ調査し、昔と今ではどう 

違うのか、それによって環境や利水にどのような影響が出ているのか、モニタリングやヒアリン 

グをおこないデータを収集したい。 

  それを蓄積して分析することにより、木津川沿川で様々な視点で川や砂を見てきた人々とつな 

がり、木津 川をいい川にするきっかけを探したい。 

                       
平成 25 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

4 月 
 

 

5 月   

6 月   

7 月   

8 月   

9 月   

10 月   

11 月   

平 
成 
25 
年 

12 月   

1 月   

2 月   

平 
成 
26 
年 3 月   

 

 

(2)参加対象者  

運営会議対象区域内の流域自治体・活動団体・住民・事業者、水利組合、漁協など 

また大学などの研究機関と連携も継続したい 

 

(3)実施内容 

   木津川の河床低下の現場に出向きモニタリング・ヒアリング調査 

    

木
津
川
の
河
床
低
下 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

 
 

年
間
随
時 

 
 

場
所
は
木
津
川
笠
置
か
ら
三
川
合
流
ま
で 
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(4)実施日 

平成 24 年度中随時 

 

(5)実施場所 

木津川 笠置より三川合流手前まで 

 

(6)広報・募集方法 

     レンジャーで情報収集し取材依頼する 

 

(7)協力スタッフ等の人数とその役割 

講師 指導者 スタッフ 

     ○ 協力スタッフ やましろ里山の会 

     ○ 講師     検討中 

 

(8)必要支援内容 

国土交通省 

     ○ 河床低下に関する情報提供・資料提供 

     ○ 資料、アンケートの印刷 

     ○ 木津川詳細地図の提供 

     ○ 堤防のカギの貸与 

    自治体 

     ○ 自治体内での同様活動団体の紹介  

 

(9)活動における河川レンジャーの活動内容 

     ○ 木津川の河床低下のモニタリングとヒアリング 

     ○ 情報まとめ 

○ 情報蓄積、分析 

     ○ 次年度の活動への橋渡し 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

    

(11)活動を行ううえでの課題等 

        

(12)その他 
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3. 木津川出張所管内河川レンジャー 山田 信人 
 

3.1 活動テーマと活動分野 
 

 山田レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成２５年度は、

以下の活動テーマのもと、１１の活動を実施します。 

 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

木津川とその支流の水質汚染の実態把握と改善。又水質問題を中心としながら、豊かな自然の

再生よる環境保全活動の前進を通して、子どもたちが遊び住民が憩える川づくり。 

 

 

 平成 25 年度活動テーマ 

その昔泉川と称された木津川、又その多くの支流が汚染増加によって流域の住民から疎遠な

ものとなってきている。水質調査活動を住民の方々や子供たちとともに取り組み、汚染の実態

を知り、汚染原因を共に考え、自然の残る身近な河川づくりにかかわる活動を支援する。更に

調査結果の広報を通じて、流域の自治体や住民の方々に川のあり方を考える材料を提供する。

又環境学習や総合学習などの支援を通して、水環境について考え行動する力を育成する。 

 

 

 平成 25 年度 活動一覧 

 

活動分野 活動名 活動目的 

河川の環境保全を

図る活動 

木津川とその支流の水ウォッチング数回 

木津川とその支流の水質モニタリング 

木津川クリーンアップ（共同） 

水質汚染の実態把握とその広

報を通じた川づくり、河川美

化。 

防災・救援・救難

の推進を図る活動 
地域で考えよう防災(共同) 

防災意識の高揚と、実際に役立

つ防災訓練。 

活動地域への河川

環境啓発活動 

魚採り企画での水質調査出前授業 

小・中学生の環境学習や総合学習等の出前

授業(宇治市立広野中学校科学クラブの水

質調査指導を含む) 

宇治市環境展 

宇治環境フェスタ 

木津川展（共同） 

木津川マラソン 河川レンジャー展（共同）

水質調査指導を中心に、河川の

抱える課題の理解を促し、水環

境について考え行動する力を育

成。ひいては環境保全の取組を

促進。 

行政と住民のコー

ディネイト 
木津川沿川活動団体交流会 （共同） 

流域の連携を促進し、川づくり

への課題の共通理解を図る。

川づくりまちづく

りへの参画活動 
上狛川クリーン作戦(福井Ｒと共同) 

地域と連携しながら、上狛川の

環境保全の促進。 
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平成 25 年度 年間スケジュール  山田 信人 

 

 

 

 

実  施 備考 

４月 27 日(土) 名木川水ウォッチング（※）  

５月   

６月 

 2日(日)親子川の学校in鹿川水質調査出前授業

初旬 1週間 宇治市環境展 

16 日(日) 木津川クリーンアップ 

29 日(土)河川レンジ

ャー養成講座二日目 

共同 

７月 30 日(火) 山田川水ウォッチング（※）  

８月 

 4 日(日) 親子川の学校 in 和束川 

        水質調査出前授業 

25 日(日) 地域で考えよう防災 

  

９月 
 1 日(日)  上狛川クリーン作戦（※） 

21 日(土) 古川水ウォッチング（※） 
 

10 月 
 5 日(土) 第 2 回木津川一斉水ウォッチング 

     （※） 
 

11 月   

平 

成 

25 

年 

12 月 1 日(日) 山田川水ウォッチング（未定）（※）
京都環境フェスティバ

ル 2013 

１月 
中旬 上狛川水質モニタリング 

26 日(土) 第 6 回木津川沿線活動団体交流会 

 

共同 

２月 
 2 日(日) 木津川マラソン河川レンジャー展 

16 日(日)～22 日(土) 第 5 回木津川展 

共同 

共同 

平 

成 

26 

年 

３月 日程未定 宇治環境フェスタ  

  水質調査や総合学習での出前授業は、依頼あれば随時実施。又宇治市立広野中学校科学クラブ 

 の水質調査出前授業は、年 2 回の調査を予定。その後のまとめ指導は、年間を通して実施。 

 （※）水質モニタリングも同時に実施。 
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3.2 木津川とその支流の水ウォッチング               
 

（１）活動目的  

 木津川流域では多くの支流が生活排水などで汚れる中、地元地域で清流を再び取り戻し、自然の

豊かな川に戻し、みんなが憩える場所にしたいと、地道に取り組んでいる団体や住民の方々がおら

れる。又、活動まで至らないが何とかしたいと考えている方々もおられる。 

 そこで水質調査活動を住民の方々や子供たちとともに取り組み、汚染の実態を知り、汚染原因を

共に考えることで、自然の残る身近な河川づくりにかかわる活動を支援することを目的に開催する

こととした。水質調査の結果を地域に返すことを継続することで、地域の方々に「地元の川は自分

たちで守る」という意識を育成することも大きいねらいの一つである。又、行政施策の効果は、中

小河川ではっきり出てくることが多いので、この調査結果は行政の方々の努力を評価することにも

なり、住民と行政の関係を身近にする契機にもなり得るものである。 

 なお、長期的には各支流の調査結果に木津川本流の結果を加え、「木津川流域汚染マップ」を作

成することを大きな目標としている。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 27日(土)第3回名木川水ウォッチング  

５月   

６月   

７月 30日(火)第5回山田川水ウォッチング  

８月    

９月 21 日(土)第 3 回古川水ウォッチング  

10 月 
5 日(土)第 3 回木津川一斉水ウォッチ

ング 
 

11 月   

平 

成 

25 

年 

12 月 
1 日(日)第 6 回山田川水ウォッチング

(未定) 
 

１月   

２月   

平 

成 

26 

年 
３月   

 

   ※上記の河川以外の流域住民の方々からの要望に応じて、随時実施することもありうる。又上記 

日程は地域の団体・住民の方々等と十分打ち合わせできていないものがあり、変更することや 

場合により中止することがあります。 
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（２）参加対象者・定員 

  対象河川流域住民を中心に、広く運営会議対象区域内の流域住民（小学生以下は保護者同伴） 

定員 20 名 

 

（３）実施内容 

  ・お話し、あるいはプレゼンテーション：○○川の昔と今（例） 

  ・河川観察（ゴミ拾いをしつつ）と水質調査用採水 

  ・パックテストによる水質調査 

  ・水質調査の結果とまとめ（河川レンジャー） 

  ・当日のプログラム(例) 

     9:30 集合 

     9:40 河川レンジャーの挨拶・趣旨説明・本日の予定と諸注意 

      9:50  お話し、あるいはプレゼンテーション 

     10:00  河川観察・採水・クリーンアップ 

         11:00  休憩 

     11:00  水質調査 

     11:40 水質調査の結果とまとめ 

     12:00 解散   

 

     

（４）実施日 

  ・4 月 27 日(土) 第 3 回名木川水ウォッチング 

   (集合場所：広野町公民館) 

  ・7 月 30 日(日)第 5 回山田川水ウォッチング 

   (集合場所：未定) 

  ・9 月 21 日(土)第 3 回古川水ウォッチング 

   (集合場所：未定) 

  ・10 月 5 日(土)第 3 回木津川一斉水ウォッチング 

   (集合場所：木津川流域センター) 

  ・12 月 1 日(日)第 6 回山田川水ウォッチング（未定） 

   (集合場所：未定) 

     

（５）実施場所 

  ・各河川の沿川（詳細は未定） 

 

（６）広報・募集方法 

  ・河川レンジャーホームページに募集案内掲載 

  ・対象流域公共施設での募集案内設置 

  ・やましろ里山の会ホームページに募集案内掲載 

  ・対象河川流域の各諸団体への案内 

  ・区長への協力依頼と回覧板での広報 

  ・一般新聞への案内記事掲載依頼 当日取材案内 

  （広報や募集案内も、地域の方々や住民団体の希望により様々になる。） 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ：やましろ里山の会 2 名、各河川流域住民 2 名 

  講師(予定)  
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（８）必要支援内容 

  国土交通省 

   ・募集案内チラシの印刷と郵送 

   ・資料・アンケートの印刷 

    ・水質調査用物品の購入と貸し出し(パックテストなど） 

   ・標準色表の印刷物をラミネートしたものの作成と貸し出し（下敷きにも使えるもの。） 

   ・クリーンアップに使う物品の借用 

   ・河川レンジャー幟の借用 

・講師謝金の支払い 

   ・会場使用料の支払い(冷暖房費含む) 

   ・必要に応じ、移動手段の手配 

・マスコミ各社への催事案内記事の提供 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   ・実施計画の立案 

   ・各河川流域の自治体の後援依頼 

・会場の手配。 

・募集案内チラシの作成含め広報活動 

   ・講師の手配と打合せ 

   ・協力スタッフの手配と打合せ 

   ・水質調査用具・パックテスト等の準備 

   ・水質調査用紙・アンケート用紙の作成 

   ・当日の運営 

   ・アンケートを含め、活動のまとめ 

   ・水質調査の分析を中心としたレポート作成と発信 

                                              

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

  地域の主体性が育成されるように、可能な地域では、地域の住民組織と共催という形を取れる

ように努力することが重要。又組織のない流域では、そうした住民の組織化につなげていきたい。

さらに共催の場合、請負にならないよう企画について丁寧な相談をしていくことが重要である。 

  水ウォッチングと同時に水質モニタリングを実施しており、その結果も含めて作成したレポー 

 トを流域の自治体に発信し、環境保全の推進に役立つようにしていきたい。又行政の方々へも企 

 画案内を丁寧に行っていきたい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

     魚採りや野鳥観察と違い、楽しさで人を集めることは困難な企画なので、できるだけ地域の様々 

    な組織や団体と如何に連携を作り上げていけるかが最大の課題です。同時に、企画の工夫として 

    野鳥や植物・魚等の自然を楽しむ内容を繰り込むことも考えていきたい。その際、企画内容が伝 

    わりやすいようにチラシを工夫することも大切である。 

                                                 

（12）その他 
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3.3 魚採り企画での水質調査出前授業               
（１）活動目的  

  河川レンジャーの企画する川の学校は、従来魚採りを中心とした企画がメインでしたが、木津

川管内では併せてパックテストによる水質調査の体験を組み込むことで水質にも関心を持っても

らえるような企画が取り組まれてきた。特に、この 3年間の親子川の学校では、体験を継続する

ことで川の汚れを気にできる子供たちが生まれ、中には川の汚れと生息する魚の種類の関わりを

考える子供たちも現れてきている。 

  こうした経験を元に、ひいては川の環境保全に関心を寄せ、行動につなげる子供や保護者の育

成をねらいとして出前授業を実施する。実際に親子川の学校の卒業生が中学生になり、科学クラ

ブで水質調査に挑戦している事例も出ている。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 要請に応じて、随時実施。  

５月     〃  〃  

６月 2 日(日)親子川の学校 in 鹿川  

７月 要請に応じて、随時実施。  

８月  4 日(日)親子川の学校 in 和束川  

９月 要請に応じて、随時実施。  

10 月     〃  〃  

11 月     〃  〃  

平 

成 

25 

年 

12 月     〃  〃  

１月     〃  〃  

２月     〃  〃  

平 

成 

26 

年 
３月     〃  〃 年間まとめ 
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（２）参加対象者・定員 

   魚採り企画に参加している子供・保護者 

   定員は、魚採り企画の定員 

 

（３）実施内容 

魚採り企画のプログラムに添って実施。 

＜企画内容＞ 

・スタッフの協力で採水は実施。(但し、採水方法は全体で説明しておく。) 

・パックテストによる COD 測定を子供たちに指導。(企画に応じて、項目の追加も) 

・他の項目(アンモニア性窒素・亜硝酸性窒素)も含め、事前にスタッフで測定。 

・最後に、結果の確認とまとめ（可能なら、生息していた魚との関係に触れる。） 

     

（４）実施日 

   6 月 2 日(日) 親子川の学校 in 鹿川 水質調査出前授業 

   8 月 4 日(日) 親子川の学校 in 和束川 水質調査出前授業 

   その他、要請に応じて、随時実施。 

 

（５）実施場所 

  魚採り企画の実施要項による。 

 

（６）広報・募集方法 

  各魚採り企画の募集方法による。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ やましろ里山の会 1名 

（現地での採水・事前の水質調査・子供たちへの水質調査指導補助）           

 

（８）必要支援内容 

  ・水質調査用物品の購入と貸し出し（パックテストなど） 

  ・標準色表の印刷物をラミネートしたものの作成と貸し出し（下敷きにも使えるもの。） 

  ・まとめ一覧表用紙印刷 ・マジック等の購入 

  ・公共交通手段がない場合など、必要に応じた移動手段の手配 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・魚採りの企画レンジャーとの事前打ち合わせ 

・水質調査の指導内容の企画立案 

  ・水質調査用物品の事前打ち合わせと準備依頼 

  ・水質調査のまとめ(子供や保護者に発信)の作成 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   これまでの「親子川の学校」での水質調査出前授業をした経験を生かし、より安全で丁寧な指

導を心がけたい。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

   特に暑さ対策も含め可能なら、室内会場の確保が大切である。                  

（12）その他 
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3.4 環境学習・総合学習等の出前授業               
 

（１）活動目的  

  小・中学校では、総合学習や環境学習が取り組まれている。しかし身近な河川や木津川を題材

とした内容の体験的な学習は少ないのではないだろうか。水質調査を含めた体験的な学習を提供

することで、水の大切さや水環境保全への理解を深めていきたい。 

  昨年途中から、宇治市立広野中学校科学クラブへの水質調査出前授業にも取り組んだが、今年

度も要望に応じて出前授業に取り組みたい。 

  又高校の理科教育の中で、学校独自設定科目「地球環境」を数年にわたり取り組んできた経験

を生かせたらと考えている。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 
宇治市立広野中学校科学クラブ出

前授業 要請に応じ、随時実施。 
授業プラン作成 

５月     〃  〃  

６月     〃  〃  

７月     〃  〃  

８月     〃  〃  

９月     〃  〃  

10 月     〃  〃  

11 月     〃  〃  

平 

成 

25 

年 

12 月     〃  〃  

１月     〃  〃  

２月     〃  〃  

平 

成 

26 

年 ３月     〃  〃 出前授業のまとめ 
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（２）参加対象者・定員 

  参加対象者 小中学生が中心と考えているが、内容により大人向けの講演も可。 

  定員    依頼により決定。 

 

（３）実施内容 

  例 

・水のイロハと水質調査（小学生対象） 

  ・木津川とその支流の汚染について（中学生や大人） 

  ・水の重要性と様々な水汚染について（中学生や大人） 

     

（４）実施日 

  依頼により決定 

 

（５）実施場所 

  依頼により決定 

 

（６）広報・募集方法 

  教育委員会や学校への資料配布等 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  依頼内容による。 

                          

（８）必要支援内容 

  国土交通省 

   資料印刷・パックテスト等の購入、水質調査に伴う資材の貸し出し 

                                                

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  授業計画の立案、資料づくり、打合せと下見、まとめの作成 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

  昨年度は、古川小学校 4年生総合学習への出前授業を１回実施。流域でのイベントへの出前授 

 業としては、環境フェスタ inKYOTANABE(5/20)と城陽市スポーツキッズ魚とり(6/2)で水質調査体 

 験指導、京都環境フェスティバル 2013 でワークショップ「水の不思議と木津川の水質変化」を実  

 施。又 10 月から、宇治市立広野中学校科学クラブの名木川水質調査で出前授業を継続的に実施。 

  小学校総合学習の場合、興味・関心を引く内容の工夫、又質疑応答を含めゆったりした時間配 

 分による展開計画を作る必要がある。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

                                                 

（12）その他    
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3.5 木津川とその支流の水質モニタリング               
 

（１）活動目的  

  2009 年度までは、木津高校化学クラブ顧問として「木津川とその支流の水質汚染について」夏 

と冬の年 2回水質調査を実施してきた。河川レンジャーになってからは、水ウォッチングを実施

した河川を中心に、地域から要望された河川も取り入れてモニタリングを実施してきた。(ユニ

メーターや器具は、やましろ里山の会の協力によっている。)特に、昨年 10 月 6 日の木津川一斉

水ウォッチングでは、本流 5地点支流 17 地点のモニタリングを実施した。 

  今年度も、河川レンジャー活動として「水ウォッチング」を実施するが、その対象河川の正確 

なモニタリングを中心にして実施していきたい。その最大の目的は、外部に対しても信頼の置け

る測定を行うことで、川の環境を水質という点から明確化し、環境保全の取り組みの進み具合や

目標を明らかにすることである。そのためにも、行政含めた結果の広報活動を重視したい。 

更に、これらのデータも水ウォッチングで目標とした木津川汚染マップ作成に生かしていきた

い。また、環境学習の出前授業での教材として活用することで、川の水環境保全活動に貢献でき

るものと考えている。 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月 名木川数地点 
採水道具・ｐH計・温度計・ 

カメラ・水質調査用紙 

５月   

６月   

７月 山田川各数地点  

８月   

９月 上狛川・古川数地点  

10 月 
5 日(土) 木津川一斉水ｳｫｯﾁﾝｸﾞ 

  木津川本流 5 支流 17 
 

11 月 山田川数地点  

平 

成 

25 

年 

12 月   

１月 中旬 上狛川数地点  

２月   

平 

成 

26 

年 
３月   

 ※水質モニタリングは、水ウォッチングの水質調査まとめの基礎データ収集を目的に実施する予  

  定です。従って、実施日も水ウォッチング当日となる場合が多い。
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（２）参加対象者・定員 

   特にはない。 

 

（３）実施内容 

南山城村から八幡までの木津川とその主な支流を対象に、ユニメーターで水質調査を実施。 

主な項目は、水温・気温・ｐH・COD・アンモニア性窒素・亜硝酸性窒素・硝酸性窒素・全窒 

素・陰イオン界面活性剤である。 

     

（４）実施日 

   木津川支川は、水ウォッチングの当日を基本に実施。。 

   10 月 6 日(土) 木津川一斉水ウォッチング 

 

（５）実施場所 

   南山城村から八幡までの木津川とその主な支流 

 

（６）広報・募集方法 

   木津川支川は、特にモニタリングとしての公募はしない。但し、木津川一斉水ウォッチング 

  は水の持ち込み企画も含め広報する。方法は、水ウォッチングと同様である。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

里山の会から、その時々に応じて必要な人数(１～10 名) 

                          

（８）必要支援内容 

   必要に応じて、移動・運搬手段 

   結果の発信が必要な場合、印刷・郵送など 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

河川の観察、記録(写真含め)、水質調査とそのまとめづくり 

   結果の発信 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   多忙な中で、水質調査の分析・まとめ作成が 1 ヶ月遅れとなることが多かった。 

  もう少し、早くまとめを作成し、発信できればと考えている。 

 

（11）活動を行う上での課題等 

   同一地点の水質モニタリングを同時期に継続することで、データの信頼性をより高いものと 

  すること、そしてそのデータを如何に住民や行政の方々に発信・広報していくのかが課題であ 

  る。                                             

（12）その他 
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3.6 宇治市環境展出展               
 

（１）活動目的  

  地元宇治市では、河川レンジャーの活動があまり知られていないように思えるので、昨年に引 

 き続き宇治市が毎年実施している環境展に展示物として「河川レンジャーの活動内容」「木津川 

 や宇治市を流れる川の水質」などを展示しようと考えている。 

  展示を通して、河川レンジャー活動を知ってもらうこと、また川の水質変化を知ってもらい水 

環境保全の大切さを考えてもらうことをねらいとして、取り組みたい。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月   

５月  
パネルの内容検討 

パネル作成、打合せ、下見 

６月 

宇治市環境展(中旬 1週間) 

（昨年と同時期なら 6 月 10 日～14

日） 

パネルの運搬と展示 

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

25 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

26 

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：宇治市民 

定員：宇治市役所のロビーで実施するので、特になし。 

 

（３）実施内容 

展示 

     

（４）実施日 

   6 月中旬 1週間（日程未定） 

 

（５）実施場所 

   宇治市役所ロビー（京都府宇治市宇治琵琶 33 番地） 

 

（６）広報・募集方法 

   宇治市の広報 

   河川レンジャーホームページ 

   やましろ里山の会ホームページ 

    

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

   必要に応じて、スタッフ１名程度 

                          

（８）必要支援内容 

   国土交通省 

    設置配付資料印刷・河川レンジャーニュースの準備 

    必要に応じて、運搬手段の提供、設置用資材の準備・購入 

                                                

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

パネル内容の検討 

資料・パネルの作成 

   広報活動  

   協力スタッフの依頼と打合せ 

   設置用資材の準備 

   活動のまとめ作成 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   この二年間の展示実績の上に立って早くから参加申し入れや準備を進める。展示内容の工夫。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

                                                 

（12）その他 
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3.7 宇治環境フェスタ出展               
 

（１）活動目的  

  地元宇治市では、住民団体の環境に関する活動の紹介をねらいとして「宇治環境フェスタ」が 

 例年 3 月に実施されている。今年も 3月 24 日に実施ということで、体験コーナーを含む出展依 

 頼が来た。今年度も引き続き環境フェスタに出展し、河川レンジャーの活動の紹介や「木津川や 

 宇治市を流れる川の水質」などを展示しようと考えている。又宇治市立広野中学校科学クラブで 

 指導している名木川水質調査のまとめを展示・広報していく場としても位置づけている。 

  展示を通して、河川レンジャー活動を知ってもらうこと、また川の水質変化を知ってもらい水 

環境保全の大切さを考えてもらうことをねらいとして、取り組みたい。 

  又、参加型の体験コーナー等も工夫していきたい。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

25 

年 

12 月  第１回打合せ 

１月   

２月  
パネル作成、第２回打合せ、下

見 

平 

成 

26 

年 
３月 宇治環境フェスタ 

パネルの運搬と展示 

体験コーナーの材料・器具の準

備 
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：宇治市民他 

定員：特になし。 

 

（３）実施内容 

展示と要請に応じ体験コーナー 

     

（４）実施日 

   3 月（日程未定） 

 

（５）実施場所 

   未定 

 

（６）広報・募集方法 

   宇治市の広報 

   河川レンジャーホームページ 

   やましろ里山の会ホームページ 

    

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

   やましろ里山の会 1 名 

                          

（８）必要支援内容 

   国土交通省 

    設置配付資料印刷・河川レンジャーニュースの準備 

    必要に応じて、運搬手段の提供、設置用資材の準備・購入 

    体験コーナーの材料や器具の提供                              

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

パネル内容の検討 

資料・パネルの作成 

体験コーナーの企画と準備 

   広報活動  

   協力スタッフの依頼と打合せ 

   設置用資材の準備 

   活動のまとめ作成 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

                                                 

（12）その他 
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3.8 上狛川クリーン作戦（福井Ｒと共同）              
 

（１）活動目的  

  上狛は、周囲を堀に囲まれた集落で、長径約六百メートル、短径約三百メートルのほぼレモン  

 形をした中世以来の環濠集落として有名である。かっては環濠がおよそ三間(約 5.4 ﾒｰﾄﾙ)もあっ 

 て、地元では『浦の川』と呼ばれるほど水を豊かにたたえており、狛氏の居館のある狛城の堀で 

 あると同時に、農業用水路、悪水路として利用されていた。現在は、上狛川と呼ばれ、生活排水 

 路・稲作用水路として利用されているが、水量の減少や水質の悪化が進み、10 年前よりジャンボ

タニシの大量発生により、その歴史的景観を損なう事態になっている。上狛川を美しくする会や

上狛東部農地水環境保全会と一緒に駆除活動をしてきたことで、ジャンボタニシ対策会議から農

薬(スクミノン)の購入に補助金がつき、この二年多くの田で使用され、ジャンボタニシも減少し

てきている。昨年は、上狛東部農地水環境保全会と共催でクリーン作戦として、ジャンボタニシ

駆除・ 川掃除・生き物調査・水質調査を実施したが、今年度も内容を工夫しながら実施してい

きたい。 
  なお「上狛川クリーン作戦」は、昨年同様福井Ｒとの共同の企画である。 

 
平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月  地元の住民団体と打合せ 

８月  チラシ作成・広報 

９月 1 日(日) 上狛川クリーン作戦 諸準備・運営 

10 月  まとめの会議 

11 月   

平 

成 

25 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

26 

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：木津川市住民 小学生以下は保護者同伴 

   定員：特になし 

 

（３）実施内容 

   9:00 集合・受付 

   9:10 河川レンジャー挨拶・共催団体挨拶・参加者紹介 

   9:20 日程説明と諸注意 

   9:30 ジャンボタニシ駆除・川掃除・生き物調査 

   11:00  水質調査 

   11:40  まとめと反省 

   12:00 解散 

     

（４）実施日 

   平成 25 年 9 月１日(日) 

 

（５）実施場所   木津川市山城町上狛川、山城支所 

 

 

 

 上狛川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

   河川レンジャーホームページで募集 

   自治体広報紙での募集案内 

   一般新聞への案内記事掲載依頼 当日取材案内 

   やましろ里山の会ホームページ掲載 週刊ニュースで参加呼びかけ 

   流域にある、公共施設などでの募集案内チラシ設置 

   山城町上狛・椿井地区長への案内、各諸団体への案内 

   流域の掲示板展示 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ 上狛東部農地水環境保全会、やましろ里山の会などより 5名 
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（８）必要支援内容 

 

   国土交通省 

     募集案内チラシ、資料、アンケートの印刷、水質調査用パックテスト準備 

     河川レンジャー幟・バインダーの借用 

     救急セットの借用 

    

   上狛東部農地水環境保全会 

     網・水槽、バケツ・長靴の借用 

   自治体 

     広報紙での催事案内記事の掲載 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 

   実施計画の立案 

   呼びかけに賛同される皆さんや団体との打合せ 

   協力スタッフの依頼及び打合せ 

   募集案内チラシ・資料・アンケート・の作成 

   広報活動・参加者募集 

   安全通路の確保と現地下見       

   参加申し込み受付 参加者名簿の作成 

   当日の運営 

   アンケートのまとめ 活動報告のまとめ 

    

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   この取組が継続する中、ジャンボタニシ駆除薬スクミノンへの補助金が実現するという大き 

  な成果が見られた。木津川市の職員の方々も参加・注目してきている取組を、今後も継続して 

  いくため、上狛東部農地水環境保全会等を通して地元の住民の方々への働きかけをより強める 

  ことが必要である。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

   暑い時期での計画なので、救急対策が重要。水質調査の会場は、事前に冷房を入れておき、  

  暑さ対策も兼用する。 

                                                 

（12）その他 
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4. 木津川出張所管内河川レンジャー 柴垣 治男 
4.1 活動テーマと活動分野 
 

 柴垣レンジャーは、以下の河川レンジャーとしての活動目的を達成するため、平成 25 年度は、

以下の活動テーマのもと、12 の活動を実施します。 

 

 

 河川レンジャーとしての活動目的 

川は暮らしの中を流れています。誰もが気軽に川で遊び、魚を採り、泳ぐことができる川をつ

くりたい。川から水を引き、田園を潤し、生活用水に使ってきました。川が地域住民の生活の

一部になる環境をつくりたい。 

 

 

 

 平成 25 年度活動テーマ 

川が地域住民の生活の一部になる河川環境づくり 

 

 

 

平成 25 年度の活動一覧 

 

活動分野 活動名 活動目的 

防災・救援・救難の推進を図る活動 防災訓練（共同） 
自分で守る・皆で守る・地域で守

る取り組みの推進 

木津川クリーンアップ 河川環境保全 
河川の環境保全を図る活動 

河川敷美化作業 河川環境保全 

ほたる見学会 河川環境保全・再生の啓発 

バードウオッチング 河川環境保全・再生の啓発 

外来魚駆除 河川環境保全・再生の啓発 
河川の適正な利用の推進を図る活動 

鮎漁見学会 河川環境保全・再生の啓発 

稚鮎の放流 漁協の放流を保育園児が行う 

木津川沿川活動団体交流会 

（共同） 
活動内容を交流し学び合う 

木津川マラソン 

河川レンジャー展（共同） 

レンジャーの活動を発表し啓発す

る 

河川行政と住民のコーディネイト 

木津川展（共同） 
住民団体の活動を発表し、共感と

支援を広げる 

川づくり・まちづくりへの参画 京・むらまつり 
親水公園で各種団体でつくる実行

委員会が行うイベントに参画 
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平成 25 年度年間スケジュール 柴垣 治男 

 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月 稚あゆの放流 
木津川漁協 南山城支部、南山城保育園 

笹瀬橋下流 

６月 ほたる見学会 花鳥の郷をつくる会、今山中谷川、一般参加 

木津川河川敷美化作戦 

南山城村親水公園付近 

木津川を美しくする会 南山城支部、一般参加

京・むらまつり実行委員会 

京・むらまつり 
南山城村親水公園付近、やまなみホール 

京・むらまつり実行委員会 

７月 

外来魚駆除 木津川漁協 南山城支部 

８月 防災訓練 木津川レンジャー共同 

９月 鮎漁見学 木津川市加茂木津川、一般参加 

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月 木津川沿川活動団体交流会 木津川河川レンジャー共同 

木津川マラソン 

河川レンジャー展 
木津川河川レンジャー共同 

２月 

木津川展 木津川河川レンジャー共同 

平

成

26

年 

３月 バードウォッチング 花鳥の郷をつくる会、南山城村親水公園付近 
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4.2 活動名 河川敷美化作業 
 

（１）活動目的  

やまなみホールと河川敷を利用して、ここ数年「京・むらまつり」が実行委員会を中心に捕り組ま

れた。この取り組みを契機に親水公園を作って欲しいとの要望が高まり、平成 24 年 3 月に南山城

村親水公園が完成した。この親水公園を中心に木津川を美しくしていきたい。 

 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月 20 日（土）大河原河川敷美化作業 草刈り機、土嚢袋等 

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

木津川を美しくする会 南山城支部、京・むらまつり実行委員会、一般参加者 

 

（３）実施内容 

8：00  やまなみ駐車場集合 

挨拶、参加者確認、作業の説明、用具の確認、本日の予定と注意 

8：30  作業開始 

    草刈り、ゴミ拾い等 

10：00 休憩 

10：20 作業開始 

11：40 作業終了 

    安全確認、用具の確認 

    挨拶 

12：00 解散 

 

（４）実施日 

平成 25 年 7 月 20 日（土） 

 

（５）実施場所 

 
 

（６）広報・募集方法 

団体は各連絡網による文書通知、一般はＩＰ告知による。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：各団体の役員 20 人、一般参加者 10 人 

 

（８）必要支援内容 

土嚢袋 20 枚 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

各団体との連絡調整、作業内容の打ち合わせ、作業用具の準備 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

一般参加者には、草刈り機等も使うので、特に安全面に気をつける。 

 

（12）その他 
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4.3 活動名 ほたる見学会 
 

（１）活動目的  

河川環境の悪化に伴い、各地でほたるが減少してきている。南山城村今山地区でも同じような現象

が起きていた。数年前より、ほたるを増やそうという機運が高まり、努力がされてきた。現在では、

ゲンジボタル、ヘイケボタルとも見られるようになった。ほたる見学により、広く河川環境の改善

に取り組みたい。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月 15 日（土）ほたる見学会  

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

花鳥の郷をつくる会、一般参加者 

 

（３）実施内容 

19：00 月ヶ瀬口駅前集合 ＪＲ上り 18：47 着 

挨拶、参加者確認、本日の予定と注意 

19：10 徒歩にて移動 

19：20 中谷川着 

20：30 安全確認、 

    徒歩にて移動 

21：00 解散 

 

（４）実施日 

平成 25 年 6 月 15 日（土） 

 

（５）実施場所 

 
 

（６）広報・募集方法 

団体は各連絡網による文書通知、一般はチラシ配布及びＩＰ告知による。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：4人、一般参加者 30 人 

 

（８）必要支援内容 

チラシ印刷 200 枚 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

各団体との連絡調整、作業内容の打ち合わせ、チラシ原稿作成 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

参加者は、夜のことでもあるので服装や持ち物等、特に安全面に気をつける。 

 

（12）その他 
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4.4 バードウォッチング 
 

（１）活動目的  

河川環境の悪化に伴い、各地で野鳥が減少してきている。南山城村でも同じような現象が起きてい

ないか、数年前よりバードウォッチングを行い、調査を始めた。 

調査によって南山城村では、158 種類の野鳥が確認された。 

花が咲き、野鳥が飛び交う花鳥の郷を作り、村民と都市住民が親しく集う南山城村を目標にして取

り組んでいる。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月 16（日）バードウォッチング  
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（２）参加対象者・定員 

花鳥の郷をつくる会、一般参加者 

 

（３）実施内容 

10：00 南山城村やまなみホール駐車場集合 ＪＲ大河原駅上り 9：51 着 

挨拶、参加者確認、本日の予定と注意 

10：10 出発、徒歩にて移動 

    やまなみホール駐車場→沈橋→南大河原→大河原大橋→北大河原 

    やまなみホール駐車場 

11：50 やまなみホール駐車場着 

    安全確認、挨拶 

12：00 解散 ＪＲ大河原駅下り 12：14（徒歩 5分） 

 

（４）実施日 

平成 26 年 3 月 16 日（日） 

 

（５）実施場所 

 
 

（６）広報・募集方法 

団体は各連絡網による文書通知、一般はチラシ配布及びＩＰ告知による。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：10 人、一般参加者 50 人 

 

（８）必要支援内容 

チラシ印刷 300 枚 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

各団体との連絡調整、作業内容の打ち合わせ、チラシ原稿作成 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

参加者は、国道を横断するときが有るので、特に安全面に気をつける。 

 

（12）その他 
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4.5 外来魚駆除 
 

（１）活動目的  

各地で外来魚が増殖し、在来魚が減少してきている。南山城村でも同じような現象が起きている。

特に、淀みを中心にブルーギルの繁殖が著しい。生物多様性のという観点からも、多くの人が関心

を持ち、早期に手立てを尽くす必要がある。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月 下旬 外来魚駆除  

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

木津川漁協南山城支部 

 

（３）実施内容 

8：00  南山城村沈橋集合 

挨拶、参加者確認、本日の予定と注意、用具確認 

8：10  釣り場に移動 

    釣り 

11：50 南山城村沈橋集合 

    釣果確認、安全確認、挨拶 

12：00 解散 ＪＲ大河原駅下り 12：14（徒歩 5分） 

 

（４）実施日 

平成 25 年 7 月下旬 

 

（５）実施場所 

 
 

（６）広報・募集方法 

団体は各連絡網による文書通知 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：20 人 

 

（８）必要支援内容 

チラシ印刷 100 枚 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

各団体との連絡調整、作業内容の打ち合わせ、チラシ原稿作成 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

参加者は、特に安全面に気をつける。 

 

（12）その他 
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4.6 鮎漁見学 
 

（１）活動目的  

各地で外来魚が増殖し、在来種が減少してきている。木津川でも同じような現象が起きている。特

に、淀みを中心にブルーギルの繁殖が著しい。また、川鵜が異常に繁殖し、サギと一体になって魚

を捕っている。昔から伝わる古来の鮎漁の見学により川魚の良さを復活させたい。川と人の繋がり

を深めたい。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月 14 日（土）鮎漁見学  

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

木津川漁協南山城支部、一般参加者 

 

（３）実施内容 

10：00 木津川市加茂町ぜず木津川河川敷集合 

    挨拶、参加者確認、本日の予定と注意、漁法の説明 

10：30 漁場に移動 

    鮎漁 

11：40 木津川市加茂町ぜず木津川河川敷集合 

    釣果確認、安全確認、挨拶 

12：00 解散 

 

（４）実施日 

平成 25 年 9 月 14 日（土） 

 

（５）実施場所 

 
 

（６）広報・募集方法 

各連絡網による文書通知、一般参加者 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：3人 

 

（８）必要支援内容 

チラシ印刷 100 枚 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

団体との連絡調整、漁場の打ち合わせ、チラシ原稿作成 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

参加者は、特に安全面に気をつける。 

 

（12）その他 
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4.7 京・むらまつり 
 

（１）活動目的  

やまなみホールと河川敷を利用して、ここ数年「京・むらまつり」が実行委員会を中心に取り組ま

れた。この取り組みを契機に親水公園を作って欲しいとの要望が高まり、平成 24 年 3 月に南山城

村親水公園が完成した。この親水公園を利用し、村人同士が集い、村人と都市住民が交流する場と

して更に発展させたい。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 京・村祭り実行委員会  

５月 京・村祭り実行委員会  

６月 京・村祭り実行委員会  

７月 
27 日（土）京・村祭り 

京・村祭り実行委員会 
 

８月 京・村祭り実行委員会  

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

京・むらまつり実行委員会、一般参加者 

 

（３）実施内容 

9：00  実行委員やまなみ駐車場集合 

    挨拶、作業の説明、本日の予定と注意 

9：10  準備作業開始 

    やまなみホール、駐車場、親水公園 

10：00 京・むらまつり開会 

    体験コーナー、ステージ、模擬店、フリーマーケット、カヌー等 

    水生生物調査開始 

11：00 水生生物調査終了 

    安全確認、用具の確認 

13：00 魚つかみ開始 

13：30 魚つかみ終了 

    安全確認、用具の確認 

16：00 京・むらまつり閉会 

 

（４）実施日 

平成 25 年 7 月 27（土） 

 

（５）実施場所 

 
（６）広報・募集方法 

団体は各連絡網による文書通知、一般はチラシ配布、ＩＰ告知による。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：30 人、一般参加者 500 人 

 

（８）必要支援内容 

チラシ印刷 500 枚 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

各団体との連絡調整、作業内容の打ち合わせ、取り組みの配慮 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

カヌーについては特に安全面に気をつける。 

 

（12）その他 
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4.8 稚あゆの放流 
 

（１）活動目的  

各地で外来魚が増殖し、在来魚が減少してきている。木津川でも同じような現象が起きている。特

に、淀みを中心にブルーギルの繁殖が著しい。また、川鵜が異常に繁殖し、サギと一体になって魚

を捕っている。保育園児が稚あゆの放流を体験することにより、川に関心を持ち、川に親しむよう

になってほしい。川魚の良さを見直し、川との繋がりを深めて欲しい。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 保育園との打ち合わせ  

５月 稚あゆの放流  

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平

成

25

年 

12 月   

１月   

２月   

平

成

26

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

木津川漁協南山城支部、南山城保育園 

 
（３）実施内容 

10：00 木津川笹瀬橋下流河川敷集合 

    挨拶、説明、本日の予定と注意 

10：20 稚あゆの放流開始 

10：50 稚あゆの放流終了 

    安全確認、挨拶 

11：00 解散 

 

（４）実施日 

平成 25 年 5 月 

 

（５）実施場所 

 

（６）広報・募集方法 

南山城保育園と連絡 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：5人 

 

（８）必要支援内容 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

保育園と漁協との連絡調整、放流の仕方の打ち合わせ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

保育園児なので、細かいところに気を配る。 

 

（12）その他 
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5. 木津川出張所管内河川レンジャー協働活動 
5.1 木津川クリーンアップ （共同）            
（１） 活動目的 

 木津川右岸は、農耕地が隣接すると同時に中流域では川が堤防まで迫り、井手町まで国道

24 号線が堤防上を通っている。特に農耕地周辺では、肥料袋・マルチなどの農業資材・野菜

などが放棄されている。左岸では、全域で一部人家の接近が見られるが比較的農耕地が広がり

元風景も残され、散歩やサイクリング、河川敷公園で運動するなど利用する人が多い。そのた

め一部の堤防にペットボトル、空き缶、ナイロンなどのゴミが散乱している。 

また、夏に近づくにつれ、河原や橋の下でバーベキューを行う人が増え、その周りに大量の

ゴミの放棄が見られる。そのゴミは、木津川に流れ込み、洪水とともに淀川へと流されていき

淀川の景観・環境を損なう状態を引き起こしている。 

昨年は恭仁橋、開き橋、山城大橋、流れ橋、木津川大橋 5 か所の拠点を決め、地域の団体に

呼び掛けてゴミ拾いをすることができた。今年は、早い段階に諸団体に取り組みを知らせ、協

力をお願いしていくよう計画していきたい。より多くの人達が木津川本流にそって清掃する活

動に参加して頂くために、福井レンジャー、山田レンジャー、田中レンジャー、柴垣レンジャ

ーの共同の取組とし実施する。 

 

             平成 25 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

４月  

企画立案 
広報手配 参加呼びかけ作業 
チラシ作製 
各団体への案内 

５月 
16 日(木) 
呼びかけポスターの貼り出し 

参加団体の打ち合わせ 
参加名簿作成 
連絡受付 
呼びかけポスターの貼り出し  ５
０本 

６月 16 日(日)木津川クリーンアップ 
手袋、ゴミ袋配布 
結果まとめ 収集物の撤収確認 

７月  
 
 

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 
成 
25 
年 

12 月   

１月   

２月   

平 
成 
26 
年 

３月   
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（２）参加対象者・定員 

 参加対象：運営会議対象区域内の流域住民（小学生以下は保護者同伴） 

定員  ：特に制限なし 

（３）実施内容 

 福井レンジャー・山田レンジャー・田中レンジャー・柴垣レンジャー共催で実施 

 

○ 南山城村恋路橋から三川合流まで両岸の堤防付近のゴミ拾いを行う。 

○ クリーンアップへの参加呼びかけポスターの設置を４週間前に行う。 

○ 日程 

・清掃は午前中の行動とする。        

・河川レンジーは 4 か所を分担して行う。 

・個人参加の場合、ゴミはポスター杭のある場所に置いてもらう 

・団体参加の場合は事前に参加予定人数と清掃範囲、責任者、ゴミ収集予定地の連絡を頂く。 

・ゴミ袋の提供を行う。 

・終了時点で河川レンジャーに連絡いただく。 

 

   ○国土交通省に収集ゴミを速やかに収集していただく。 

◎ プログラム 

8:30  割当エリア集合 

9:00  開会挨拶 趣旨説明  自己紹介 現場説明 注意事項の徹底 

9:15   清掃開始  

10:25  清掃終わり             

10:30  反省 解散  

11:30  ポスターの撤去  レンジャー集合 まとめ 

（４）実施日 

平成 25 年 6 月 16 日 (日) 

（５）実施場所 

 呼びかけ範囲    

南山城村恋路橋から三川合流付近までの範囲 
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（６） 広報・募集方法 

・ 淀川管内レンジャー・ホームページへの募集案内の掲載 

・運営会議対象区域内の自治体広報紙への募集案内の掲載 

・やましろ里山の会ホームページへの募集案内の掲載、週刊ニュース掲載 

・運営会議対象区域内の公共施設、図書館等への募集案内の送付 

  ・運営委員や社会体育協会等の協力も得ながら、河川運動公園を利用しているスポーツ団体に 

   協力を呼びかける。 

    ・堤防での 50 本のクリーンアップポスターによる呼びかけ                     

（７） 協力スタッフ等の人数とその役割 

 協力スタッフ：やましろ里山の会 ５名（運営補助、安全管理） 

                                        

（８）必要支援内容 

・国土交通省  ：募集案内の送付 

       ポスター、チラシ印刷 、チラシ送付   

杭の提供５０本 ポスターのラミネート５０枚 ベニヤ板５０枚 

手袋・ゴミ袋の支給  火ばさみの用意 

        収集ゴミの撤収  

                                              

・沿川自治体  ：広報紙での参加呼びかけなど 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・協力スタッフ依頼と手配・打合せ 

  ・清掃活動参加呼びかけポスターの掲示貼り出し、チラシ送付  

  ・広報活動 

 ・参加者募集  参加申し出の受付 

 ・ゴミ袋の支給手配 

  ・当日の運営  ・活動報告のまとめ 

  ・立看板の撤収  

 （10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   ・ポスター貼り出しを 4 週間前に行う。 

    ・諸団体への参加要請の手紙とチラシを送付 する。 

 (11）活動を行ううえでの課題等 

   収集したゴミの撤去を速く行う。                     
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5.2 地域で考えよう防災 （共同） 
（１）活動目的 

木津川流域で活動する者として忘れてはならない「山城大水害」から今年で６０年となる。 

近年は治水技術の進歩や爆発的な降雨量を伴う台風や豪雨が少ないことから、堤防の決壊などの大

災害はここ木津川では起こっていない。だが、災害は常に油断せずに備えることが重要である。 

そして最近ではゲリラ豪雨にみられるような異常気象が常態化し、昔とは違ったタイプの水害に対

する心構えも必要となってきている。昨年は宇治市や南山城地域全域で豪雨被害が出て、洪水や天

井川の決壊の恐ろしさを見せつけられた。 

昨年は精華町で「地域で考えよう防災」を開催し、炎天下の中であったが約 150 人の参加があった。

参加者からは、普段実生活では体験することのない水没ドアや水中歩行体験に対する反響や土嚢つ

くりが勉強になったという声が多くよせられており、水害の体験談へお礼の声もよせられていた。 

今年は久御山町に場所を移して取組み、木津川流域全域で「山城大水害」の教訓から学び、防災の

意識を高めたい。 

以上の活動目的に則り、「地域で考えよう防災」は木津川管内河川レンジャー共同で企画実施する。 

 
平成 25 年度 年間スケジュール 

 
 

実  施 準 備 等 

４月  

実施計画の立案 
会場の確認 
雨天対策の検討 
後援申請 

５月  
案内チラシの作成 
参加呼びかけの手配 

６月  借用物の手配 

７月  
会場への通路確認 
資料作成 
 

８月 
25 日（土）地域で考えよう防災 
 （久御山町）  
＜日程未定で自治体と調整中＞ 

安全対策の打合せ 
講師・スタッフの打合せ 
結果とまとめの作成 
 

９月  後援自治体団体への報告書提出 

10 月   

11 月   

平 
成 
25 
年 

12 月   

１月   

２月   

平 
成 
26 
年 

３月   
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（２）参加対象者  運営会議対象区域内の流域住民(小学生以下は保護者同伴) 

定員  150 人   

 

（３）実施内容   水害体験談   土嚢つくり  水没ドア開閉体験 

汚濁流水の水中歩行体験  

プログラム  

      10：00 開会セレモニー 諸注意   

      10：35 水中歩行 水没ドア 土嚢造り、洪水体験談 

      12：00 解散   

      午後は、13：00 から同じプログラムで実施 

 

（４）実施日    2013 年 8 月 25 日（土）予定 

    日程は、従来の開催形態であれば夏休み最後の週末に久御山町内小学校での開催を予定 

しているが、開催予定の久御山町では、今年度は秋に大規模な久御山町総合防災訓練を実施 

する予定があり、その中で開催する方向も考えられるため、現在調整中です。 

 

（５）実施場所   久御山町内 

 

（６）広報・募集方法 

          ○  河川レンジャーホームページで募集 

     ○  南山城地域自治体の小学校全校にチラシ配布 

     ○  対象区域内の自治体広報紙での募集案内 

     ○  一般新聞への案内記事掲載依頼 当日取材案内 

     ○  やましろ里山の会ホームページ掲載 週刊ニュースで参加呼びかけ 

     ○  対象区域内の学校教育機関、図書館などでの募集案内チラシ配布 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割  講師  指導者  スタッフ 

     ○  協力スタッフ  やましろ里山の会：10 名 （運営補助、安全管理） 

     ○  講師（予定）  柗永さん 

 

（８）必要支援内容 

     国土交通省 

     ○  募集案内チラシの印刷と郵送 

     ○  案内チラシの郵送  小学校教育機関、その他名簿に基づく諸団体への送付 

     ○  マスコミ各社への催事案内記事の提供 

     ○  資料、アンケートの印刷 

     ○  講師謝金の支払い 

     ○  水没体験などの体験器具一式の提供 

     自治体 

     ○  開催日時、開催場所の調整 

     ○  自治体広報紙での催事案内記事の掲載 

     ○  自治体内での同様活動団体の紹介  

 

 

 

 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 
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      ○  実施計画の立案  後援以来の諸手続き 

      ○  講師依頼  協力スタッフの依頼及び打合せ 

      ○  募集案内チラシの作成       

○  当日の運営 

      ○  アンケートのまとめ 活動報告のまとめ 

      ○  後援団体への事後報告書の提出 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

     昨年の精華町での実施は、8月猛暑の中で行われた。国土交通省より大型の体験施設（水 

没ドア、水中歩行体験）を設置しその借用、運搬、設置、運営の諸経費が大きくなるべく多 

くの参加者に体験してもらいたい意図から午前午後 2 回の体験を設定した。炎天下の小学校 

校庭での実施はスタッフの体力的にも限界があるので、京田辺市の開催から 1日開催（午前 

午後２回）とした。 

なお昨年は国土交通省淀川河川事務所より冷却水噴霧器を体験箇所各所に設置していただ 

き、参加者からもスタッフからも感謝の声が出ました。しかし昨年より飲料水、お茶、スポ 

ーツ飲料の提供がなくなり、河川レンジャーとやましろ里山の会スタッフ総出で個々にお茶 

を作って個人個人の冷蔵庫で冷凍して持参し、全参加者の水分補給にあたった。スタッフ複 

数個人が作ったお茶を不特定多数の参加者が飲む行為はもしもの食中毒などの事故には万全 

とはいえない体制であり、河川事務所より以前ご協力いただいた飲料ペットボトルの復活を 

切に願います。 

今年度も参加者への熱中症対策の徹底を呼びかけ、帽子、水筒だけでなく、個人的にもう 

ちわや保冷剤の持参を奨励したい。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

開催にあたっては、日程および開催場所を調整中であり、調整結果が出るのは新年度と

なる。 

 

（12）その他 
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5.3 木津川マラソン河川レンジャー展（共同） 
(1)活動目的 

   木津川マラソンは 31 年目を迎え、6000 人を超える参加者を多くのボランティア団体がスタッ

フとして運営する手作りマラソン、環境マラソンとして全国各地から多くのランナーが集まるマ

ラソン大会である。京田辺市草内運動公園を出発して精華町で折り返し、八幡市の三川合流地点

を通ってゴールするコースは、自然の豊かな木津川堤防である。多くの参加者に木津川の歴史、

自然、そして木津川の抱える課題など木津川展を通してアピールし、木津川を考える人々の輪を

大きくしたいと考え、福井レンジャー、山田レンジャー、田中レンジャー、柴垣レンジャー4 人

の共同企画として取り組みたい。 

 
平成 25 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

4 月   

5 月   

6 月   

7 月   

8 月   

9 月   

10 月   

11 月   

平 
成 
25 
年 

12 月   

1 月  
企画立案 展示物の準備 
 

2 月 
2 日（日）木津川マラソン 
        木津川展 

前日準備  
当日の運営、まとめ 

平 
成 
26 
年 

3 月   

 

(2)参加対象者  

全国のマラソン愛好家 

定員 なし 

(3)実施内容 

  草内運動公園周辺のパネル掲示  

  本部会場のランナーズショップテント内での展示 

(4)実施日 

平成 26 年 2 月 2日 (日) 

 

(5)実施場所 

京田辺市草内木津川運動公園 
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 (6)広報・募集方法 

         河川レンジャーとしては行わない。 

     

 (7)協力スタッフ等の人数とその役割 

    河川レンジャーで行うので無し 

      

(8)必要支援内容 

国土交通省 

     ○ 展示用のポスターなどの提供 

 

(9)活動における河川レンジャーの活動内容 

     ○ 実施計画の立案       

○ 前日準備 

○ 当日の運営 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

    ・ 木津川の航空写真を利用した掲示物にマラソンコースを明記して 各自が走ったコー

スが確認できるようにするなどして掲示物に関心が深まる工夫をする。 

・ 子ども達も掲示物に関心を持てるよう生き物に関する掲示物、展示物を工夫する。 

    ・ 連だこあげをしているが、風の向きを考えてたこ上げの場所を決める。 

(11)活動を行ううえでの課題等 

    

(12)その他 
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5.4 木津川展 (共同)               

 
（１）活動目的  

  木津川展に取り組んで今年で 5 回目となり、河川レンジャー活動から明らかになった木津川の

現状を広く流域住民に周知していく場所として定着してきている。又、2 回目からは実行委員会

形式で行い参加団体も年々増え、木津川流域で活動している諸団体・個人の大切な交流の場とな

ってきている。 

本年も木津川出張所管内流域センターで、以下の目的で木津川展を実施する。 

 ・木津川の豊かな自然と抱えている問題点を多くの流域住民にしらせ、木津川への理解を 

深める。 

・木津川流域で活動する住民団体の活動の成果・様子を展示し、活動への共感と支援を広げる。 

・木津川出張所管内河川レンジャーが 事務局となり、流域の住民団体や個人に広く呼びかけ、 

木津川展実行委員会を組織して実施する。そのことにより木津川流域で活動する多くの住民 

団体の交流を図り、相互理解を深め活動の発展に寄与する。 

 ・この取り組みを通じて、木津川の活動拠点としての流域センターを広く知らせていく。 

    

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月  
木津川展の立案 

実行委員会の案内 

11 月  
実行委員会開催 開催要項決定

後援申請 

平 

成 

25 

年 

12 月  
第 2 回実行委員会 

展示打合せ(会場含め) 

１月  

案内チラシ作成と配布 

第 3回実行委員会 

開催中の日程と仕事の分担打合

せ 

２月 16 日(日)～22 日(土)木津川展 
活動のまとめ 

後援団体への報告書提出 

平 

成 

26 

年 

３月   

（２）参加対象者・定員 

   特になし 

   出展団体数  10～15 団体 
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（３）実施内容 

参加団体の作品や活動・成果の展示 

子どもたちの作って遊ぼうコーナー 

野外活動（野鳥観察会、木津川歴史ウォーク、連だこあげを実施 ） 

スライド等による活動紹介 

     

（４）実施日 

   ２月１6日(日)～22 日(土)１０時～１５時 

 

（５）実施場所 

   木津川出張所管内流域センター 

(木津川市山城町北河原) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

   ・淀川管内河川レンジャー ホームページに募集案内の掲載 

   ・運営会議対象区域内の自治体広報集案内掲載 

   ・やましろ里山の会ホームページへの募集案内の掲載 

   ・新聞各社への募集案内記事提供と掲載依頼 当日の取材案内 

   ・運営会議対象区域内の学校等教育機関、公民館、図書館などに募集案内チラシを設置。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

各実行委員会参加団体 各１名程度 

協力スタッフ：やましろ里山の会 ５名(運営補助・安全管理) 

    

（８）必要支援内容 

   国土交通省 

   ・募集案内の送付協力 

     運営会議対象区域内の公的施設・活動団体への参加案内送付 

     運営会議対象区域内自治体の広報誌への記事掲載依頼 

   ・資料、アンケート印刷 

   ・淀川管内河川レンジャーの展示物、配布物準備 

   ・マスコミ各社への催事案内記事の提供 

   ・会場の木津川出張所管内流域センターの提供 

   ・展示やコーナーの設置等に必要な物品 

 

   自治体 

   ・自治体広報誌での催事案内記事の掲載 

   ・自治体内での流域活動団体の紹介 

      

                                                 

 

木津川流域 

センター 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

実行委員会参加への呼びかけ作成  

実行委員会の運営、要項作成など事務局を担当 

後援申請の諸手続 

   参加者募集チラシ作成 展示参加申し込み受付 

   協力スタッフ依頼と手配 当日の打合せ 

   河川レンジャーの展示物準備・作成 参加者名簿作成 

   当日の運営 アンケートまとめ 活動報告まとめ 

                                             

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

   運営会議対象区域内自治体で活動している住民団体名やその活動内容・連絡先の把握を如何 

   に進めるか。 

                                                 

（12）その他 
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5.5 木津川沿川活動団体交流会 （共同） 
（１）活動目的  

   木津川とその支流の流域には、多くの住民団体が組織され、昔のように綺麗で自然豊かな川 

環境を取り戻そうと活動している。 

  1997 年河川法に「河川環境の整備と保全」が加えられ、環境に配慮した河川行政が開始され

16 年目に入ります。 

  しかしながら、私達が活動の場とする木津川は、河床低下・ワンドやタマリの消失・魚の減少 

 ・水質の悪化など多くの課題を抱えたままになっています。こうした中、流域で活動する団体が 

 集まり、木津川の現状と課題を学び、相互の理解を深め、交流する機会を設けることは、生物が 

 多様に生育できる木津川の川づくりに向けた取組を進めていく上で、重要な意義を持っている。 

 この交流会も、そうした目的を遂行するための一環として、木津川出張所管内河川レンジャーが 

 共同して企画するものである。 

 

 

平成 25 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月  実施計画の立案 

11 月  

後援依頼 

チラシ作成 

広報手配 

平 

成 

25 

年 

12 月  
案内文書郵送 チラシ配布 

資料作成 参加者名簿作成 

１月 
25 日(土)木津川沿川活動団体交流

会 

アンケート作成 当日の運営 

アンケート含め、活動のまとめ

２月   

平 

成 

26 

年 
３月   
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（２）参加対象者・定員 

   運営会議対象区域内の流域住民 

   定員 100 人 

 

 

（３）実施内容 

基調講演 

特別報告…沿川活動団体２～３(各 10 分程度) 

意見発表 

交流会 

活動内容のポスター展示発表 

 

     

（４）実施日 

   平成 26 年 1 月 25 日(土)午後 1時～4時 

 

 

（５）実施場所 

   京田辺市社会福祉センター（京田辺市犬伏 5-8） 

 

（６）広報・募集方法 

   ・淀川管内河川レンジャーホームページへの募集案内の掲載 

   ・運営会議対象区域内の自治体広報への募集案内掲載 

   ・やましろ里山の会ホームページへの募集案内の掲載（12 月～1月） 

   ・新聞各社への募集案内記事提供と掲載依頼 当日の取材依頼 

   ・各自治体の公民館・図書館等の公共施設へのチラシ設置 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：やましろ里山の会 7 名 

 

                          

（８）必要支援内容 

   国土交通省 

    ・募集案内の送付協力 

     運営会議対象区域内の公的施設・活動団体への参加案内送付 

     運営会議対象区域内自治体の広報誌への記事掲載依頼 

    ・資料、アンケート印刷 

    ・講師の交通費・講師料の支払い 

    ・会場代・空調代の支払い 

    ・淀川管内河川レンジャーの展示物、配布物準備 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

実施計画を立案、自治体等への後援申請 会場申し込み 

   募集案内作成 参加者募集チラシ作成 参加申し込み受付 

   協力スタッフ依頼と手配 当日の進行プログラム作成 打合せ 

   展示物準備・作成 参加者名簿作成 

   当日の運営 アンケートまとめ 活動報告まとめ 
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（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   昨年度の交流会は、講師として村上興正(おきまさ)氏(淀川環境委員会委員、淀川外来種影 

    響・対策 WG リーダー)を迎え、「木津川は、どうあるべきか」というテーマで講演頂き、木津 

  川の今後に関する多くの課題が提示されるなど大きな成果があった。また運営会議委員やダム 

  管理者等の行政関係者も参加するなど、情報交換においても有意義であった。しかし市民団体 

  の参加が少なく、参加者も昨年より減少。交流という点では不十分となった。 

   この企画の初心に返って、流域団体の活動を交流する中で木津川の課題を明らかにしながら 

  共通理解を深め、今後の取組方向を探るという原点にたった企画を進める必要がある。そのた 

  めに多様な参加者を組織しつつ、市民団体への丁寧な働きかけが重要である。 

    

（11）活動を行ううえでの課題等 

   昨年度のチラシの内容は、河川レンジャーの問題意識から「これからの木津川を考えよう」 

  というテーマで作成したが、内容が余りに大きく対象が絞れていないため、交流会の企画内容 

  がうまく伝わらなかったきらいがある。市民団体や参加者の関心に応える内容を具体的に盛り 

  込むと同時に、今後の住民参加の木津川づくりを見据えた内容を工夫することが大きな課題で 

  ある。又京都府下に限らず、ユニークで楽しい川づくり等の活動を展開している住民団体・組 

  織の活動から学ぶという視点も必要である。 

 

                                                 

（12）その他 

                 


